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日

日 本 山 岳 會

七
七
五
Ｏ
ｍ
に
日
章
旗

＝
＝
マ
ナ
ス
ル
ゥ
隊
か
ら
の
報
告
‐―＝

弦
に
は
第
二
次

攻
撃
後
に
か
ゝ
れ

た
三
田
隊
長
の
通

信
と
、
山
田
君
に

よ
る
ア
タ
ッ
ク
の

報
告
並
に
川
喜
田

君
の
科
學
班
の
手

記
を
掲
載
す
る
。

一
行
は
六
月
八
日
サ
マ
の
Ｂ
Ｃ
を
褒

し

マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
か
ら
ポ
カ
ラ
経
由

で
カ
ト
マ
ン
ズ
に
掃
着
す
る
。
本
會
報

が
會
員
各
位
の
御
手
許
に
層
く
頃
は
、

一
行
が
再
び
元
気
な
姿
で
我
々
に
ま
み

え
、
数
多
く
の
土
産
話
と
素
晴
ら
し
い

鴬
員
が
も
た
ら
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。（

Ｍ
）

榮
冠
遂
に
逸
す

サ
マ
の
Ｂ
Ｃ
に
て

三

田

幸

夫

五
月
廿
七
日
頃
か
ら
Ｂ
Ｃ
に
於
け
る

小
生
の
心
持
は
賞
に
堪
ら
な
い
も
の
で

あ
つ
た
。
毎
日
午
前
中
は
快
晴
で
、　
マ

ナ
ス
ル
ゥ
は
賓
に
良
く
見
え
る
。
隊
の

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
、
廿
九
日
が
プ
ラ
ト

ウ
ヘ
登
る
日
。
こ
の
登
路
は
Ｂ
Ｃ
か
ら

明
瞭
に
見
え
る
部
分
な
の
だ
。
ス
ラ
ブ

が
か
な
り
露
出
し
た
急
な
斜
面
で
、
豫

定
路
は
そ
の

一
部
分
の
細
い
雪
の
斜
面

の
筈
。
廿
九
日
が
待
ち
き
れ
な
い
で
廿

八
日
か
ら
十
八
倍
の
望
遠
鏡
を
固
定
し

て
注
意
し
た
。
バ
ン
シ
ー
や
通
詳
、
ポ

ー
タ
ー
達
に
も
人
影
を
見
付
け
た
者
に

封
し
懸
賞
を
出
し
た
。
傍
に
は
ボ
ー
ル

紙
の
マ
ナ
ス
ル
ゥ
の
ス
ケ
ッ

‐
チ
を
置
い

て
褒
見
地
黙
を
書
き
入
れ
る
よ
う
に
し

た
。十

九
日
も
午
前
中
は
快
晴
。
近
頃
毎

日
朝
は
五
時
半
に
は
起
き
て
し
ま
う
。

例
に
よ
つ
て
望
遠
鏡
に
か
じ
り
つ
く
が

さ
つ
ば
り
見
え
な
い
。
眼
が
ち
ら
っ
い

て
く
る
。
首
が
痛
く
な
る
。
午
後
は
決

つ
た
よ
う
に
風
が
出
て
雲
は
マ
ナ
ス
ル

ゥ
を
蔽
つ
て
し
ま
う
。
夕
方
時
々
雲
の

割
目
か
ら
プ
ラ
ト
ウ
が
見
え
る
こ
と
が

あ
る
。
プ
ラ
ト
ウ
か
ら
登
つ
た
直
ぐ
の

庭
は
蒼
氷
で
、
西
日
に
ギ
ラ
ギ
ラ
輝
い

て
物
凄
い
。
あ
の
氷
の
状
態
が
頂
上
迄

績
く
も
の
と
し
た
ら
敵
わ

な

い
だ

ろ

登
頂
豫
定
日
の
廿
日
も
同
様
。
何
も

見
え
な
い
。
上
か
ら
の
報
告
も
な
い
。

ラ
デ
オ
は
毎
日
の
よ
う
に
ベ
ゾ
ガ
ル
滑

ア
ン
ダ

マ
ン
島
方
面
の
モ
ン
ス
ー
ン
褒

生
を
博
え
る
。
氣
が
氣
で
は
な
い
が
午

前
中
だ
け
は
決
つ
て
快
晴
だ
。
然
し
上

の
方
の
風
は
強
い
ら
し
い
。

マ
ナ
ス
ル

ゥ
の
裏
側
か
ら
屋
こ
非
常
な
ス
ピ
ー
ド

の
雪
煙
が
昇
つ
て
い
る
。
ビ
ナ
ク
ル
と

プ
ラ
ト
ウ
の
間
の
凹
み
の
斜
面
に
は
、

よ
く
頂
上
方
面
か
ら
恐
ろ
し
い
ス
ピ
ー

ド
の
雪
煙
が
氷
の
斜
面
を
駆
け
下
り
て

い
る
。
人
間
が
立
っ
て
い
ら
れ
ぬ
程
度

の
も
の
じ
あ
な
い
か
？

午
後
四
時
頃
、
丁
度
お
茶
を
済
ま
し

た
頃
。
竹
節

・
依
日
の
雨
君
が
興
黒
に

焼
け
た
顔
を
食
堂
の
入
口
に
現

わ

し

た
。
廿
九
日
迄
の
Ｃ
８
の
様
子
が
漸
く

解

っ
た
。
然
し
竹
節
君
の
話
で
は
、
そ

の
婦
路
属
こ
の
望
遠
鏡
の
観
測
に
拘
わ

ら
ず
Ｃ
８
か
ら
プ
ラ
ト
ウ
ヘ
向
う
人
影

は
見
ら
れ
な
か
つ
た
と
い
う
。
我
々
の

頭
の
中
に
焦
慮
の
色
が
益
こ
濃
く
な
つ

て
末
る
。
燃
料
や
食
料
の
問
題
が
気
に

な
つ
て
く
る
。
竹
節
君
の
話
で
は
燃
料

の
逼
迫
は
相
営
の
も
の
ら
し
い
。
こ
れ

が
涸
渇
は
先
ず
生
命
線
を
断
ち
切
ら
れ

る
に
等
し
い
。
未
だ
元
氣
旺
盛
と
聞
く

若
い
隊
員
達
の
こ
と
が
可

哀

相

に
な

る
。
何
と
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
？

兎
に
角
プ
ラ
ト
ウ
に
登
ら
ね
ば
話
に
な

ら
ぬ
。
頂
上
迄
の
様
子
は
全
然
解
ら
な

い
の
だ
。

廿

一
日
が
末
た
。
望
遠
鏡
の
観
測
は

同
様
の
結
果
。
悲
観
の
色
益
こ
濃
く
な

る
。
こ
の
晩
Ｃ
４
か
ら
村
山
の
レ
ポ
ー

ト
が
届
く
。
小
生
の
十
日
附
の
手
紙

へ

の
返
事
だ
。
こ
れ
に
よ
る
と

『
攻
撃
隊
は
昨
廿
日
、
烈
風
の
た
め
Ｃ

８
か
ら
行
動
出
来
ず
、
冊

一
日
プ
ラ
ト

ウ
ヘ
登
る
の
が
限
界
な
ら
ん
。
Ｃ
９
建

設
は
不
可
能
の
模
様
、
即
ち
登
頂
は
絶

望
の
如
し
。』

こ
れ
は
Ｃ
７
泰
安
奎
の
報
告
に
基
く

も
の
だ
。
絶
望
感
に
ぶ
ち
の
め
さ
れ
た

思
い
だ
。
未
だ
何
も
知
ら
ぬ
竹
節
君
に

こ
の
話
を
す
る
の
は
誠
に
辛
か
つ
た
。

二
人
で
色
々
話
し
合

っ
た
。
が
此
庭
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
だ
。
食
事

の
時
合
わ
せ
る
お
互
の
顔
に
も
生
気
が

な
い
よ
う
な
氣
が
す
る
。
ベ
ー
ス
ｏ
キ

ャ
ン
プ
建
設
以
来
の
四
十
餘
日
の
忘
れ

ら
れ
た
皆
の
苦
労
が
思
い
返

え

さ

れ

る
。
漸
く
Ｃ
８
の
建
設
迄
漕
ぎ
つ
け
た

の
に
。
豫
定
の
最
後
注の
日
は
既
に
今
日

と
な
り
食
糧
、
燃
料
の
残
量
は
餘
り
に

ぎ
り
ぎ
り
ら
し
い
。　
一
刻
も
早
く
現
状

を
知
り
た
い
が
此
庭
で
は
ど
う
に
も
な

ら
ぬ
。

焦
慮
の
内
に
迎
え
た
二
日
の
午
後
二

時
半
、
突
然
科
學
班
の
中
尾

ｏ
川
喜
田

の
雨
君
が
ラ
ル
キ
ヤ
峠
を
越
え
て
此
庭

へ
着
い
た
。
そ
し
て
二
人
か
ら
意
外
な

報
告
を
聞

い
た
。
前
日
の

一
日
午
後
二

時
頃
、
プ
ラ
ト
ウ
の
上
か
ら
ノ
ー
ス
コ

ル
ヘ
下
り
よ
う
と
す
る
三
人
の
人
影
を

発
見
し
た
と
い
う
の
だ
。
彼
等
の
望
遠

鏡
を
通
し
て
の
十

一
日
、　
一
日
に
亘
る

観
察
は
突
然
我
々
に
新
し
い
光
明
を
与

え
て
く
れ
た
。
彼
等
は
登
頂
し
た
も
の

と
思
つ
た
ら
し
い
。

四
時
の
お
茶
を
す
ま
し
て
暫
ら
く
す

四
月
十
三
日
サ

マ
の
Ｂ
Ｃ
に
着
い
た

三
田
隊
長
以
下
の

一
行
は
Ｃ
ｌ
ｏ
Ｃ
２
ｏ

Ｃ
３
と
順
次
天
幕
を
進
め
、
四
月
十
日

Ｃ
４

（前
進
根
抜
地
）
を
ナ
イ
ケ

・
コ

ル

（
五
六
〇
〇
ｍ
）
に
設
置
。
次
い
で

Ｃ
４
を
強
化
す
る

一
方
問
題
の
ア
イ
ス

フ
ォ
ー
ル
を
突
破
、
途
中
五
月
五
日
Ｃ

５

（
六
〇
〇
〇
ｍ
）
同
九
日
Ｃ
６

（
六

一
〇
〇
ｍ
）
同
十

一
日
Ｃ
７

（
六
六
〇

〇
ｍ
）
と
進
ん
で
、
五
月
十
五
日
遂
に

七

一
〇
〇
ｍ
の
ノ
ー
ス
コ
ル
に
Ｃ
８
を

設
置
し
、
十
九
日
第

一
回
の
ア
タ
ッ
ク

が
加
藤
（喜
）
・
山
田
雨
君
に
よ
つ
て
試

み
ら
れ
た
。
併
し
こ
の
日
は
深
雪
の
た

め
七
四
〇
〇
ｍ
に
達
し
た
時
は
既
に
午

後
三
時
で
、
雨
君
は
同
所
に
雪
洞
を
掘

つ
て
ビ
ジ
ァ
ク
し
、
更
に
翌
日
の
登
攀

を
計
宣
し
た
が
夜
半
か
ら
天
候
が
崩
れ

た
ヽ
め
、　
一
旦
攻
撃
を
中
止
し
全
員
Ｃ

４
に
下
つ
た
。

五
月
十
五
日

・天
候
回
復
し
、
第
二

次
の
ア
タ
ッ
ク
が
開
始
さ
れ
た
。
五
月

廿

一
日
加
藤
喜

・
山
田

・
石
坂
の
三
君

は
山
崎
君
以
下
の
サ
ポ
ー
ト
隊
と
共
に

Ｃ
８
を
褒
し
、
七
五
〇
Ｏ
ｍ
に
Ｃ
９
を

設
置
し
、
六
月

一
日
頂
上
に
せ
ま
つ
た

が
遂
に
七
七
五
Ｏ
ｍ
を
最
高
到
達
粘
と

し
て
引
返
さ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
會

は
六
月
十
六
日
夜
半
右
の
人

電

に
接

し
、
更
に
三
田
隊
長
か
ら
の
正
式
報
告

を
得
た
の
で
、
六
月
十
九
日
の
毎
日
新

聞
紙
上
に
會
長
の
名
を
以
て
挨
拶
を
か

か
げ
た
。

(1)

ハ

T可
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る
と
Ｃ
４

へ
の
荷
上
げ
の
ポ
ー
タ
ー
が

掃
つ
て
末
た
。
そ
し
て
二
人
の
サ
ヒ
ー

プ
が
下
り
て
末
る
と
い
う
。
ど
う
も
誰

だ
か
解
ら
ぬ
ｃ
そ
の
内
五
時
近
く
な
つ

て
上
か
ら
ヤ
ッ
ホ
ー
の
馨
が
聞
え
る
。

待
ち
き
れ
な
い
で
河
原
迄
迎
え
に
行
こ

う
と
出
か
け
る
と
、
入
れ
違
い
に
左
の

ブ
ッ
シ
ュ
の
中
か
ら

『
三
田
さ
ん
！
』

と
尊
を
か
け
ら
れ
た
。
攻
撃
隊
の
加
藤

喜

一
と
山
田
の
二
名
だ
つ
た
。
ひ
ど
く

焼
け
た
二
人
は
大
き
な
リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
を
背
負
つ
て
、
然
し
頗
る
元
氣
相
だ

つ
た
。

『
頂
上
は
駄
目
で
し
た
よ
』
と

い
う
ｃ
握
手
を
す
る
自
分
も
胸
が

一
杯

に
な
る
。
竹
節

・
依
田

ｏ
中
尾

ｏ
川
喜

田

ｏ
パ
ツ
シ
ー
が
集
ま
つ
て
末
る
。
熱

い
お
茶
と
オ
ム
レ
ツ
を
喰
い
乍
ら
の
二

人
か
ら
報
告
を
聞
く
。
廿

一
日
は
プ
ラ

ト
ウ
の
氷
上
に
Ｃ
９
を
建
設
、　
一
日
は

七
七
五
〇
米
迄
到
達
し
Ｃ
７
に
引
上
げ

今
日
は

一
気
に
此
庭
迄
飛
ば
し
て
末
た

の
だ
。
六
貫
程
の
荷
物
を
各
々
措
い
で

淡
々
と
し
た
顔
を
見
せ
た
彼
ら
の
馬
力

振
り
に
は
、
只
敬
服
の
外
は
な
い
。

頂
上
は
逸
し
た
が
プ
ラ
ト
ウ
か
ら
先

の
登
路
を
褒
見
し
た
功
績
は
、
今
度
の

遠
征
に
と
つ
て
誠
に
恥
し
か
ら
ぬ
成
果

だ
。　
エ
ブ

ェ
レ
ス
ト
、
Ｋ
２
、
ア
ン
ナ

プ

ル
ナ
を
除
く
八
千
米
級
で
の
最
高
到

達
地
粘
の
内
最
高
に
属
す
る
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て

マ
ナ
ス
ル
ゥ
ヘ

の
次
の
挑
戦
に
封
し
て
、
登
頂
の
決
定

的
確
信
を
興
え
て
く
れ
た
。
簡
単
乍
ら

営
日
の
報
告
を
山
田
に
書

い
て
貰
つ
た

か
ら
此
庭
に
添
付
す
る
。

此
の
間
高
木
登
攀
隊
長
以
下
各
サ
ポ

ー
ト
隊
員
は
廿
日
か
ら
四
十
日
に
亘
る

永
い
高
所
生
活
を
忍
び
、
最
後
の
攻
撃

期
間
に
は
色
々
な
意
味
で
の
切
迫
し
た

條
件
の
中
で
、
賓
に
良
く
敢
問
し
た
。

頂
を
目
前
に
し
て
榮
冠
を
逸
し
た
こ
と

は
、
呉
々
も
残
念
だ
が
、
小
生
と
し
て

は
此
の
成
果
は
我
々
と
し
て
最
善
を
壼

し
て
の
結
果
と
し
て
、
心
か
ら
の
満
足

を
感
じ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

此
庭
で

一
應
登
攀
は
終
つ
た
詳
だ
が

最
後
に
今
日
迄
此
の
遠
征
隊
が
唯

一
人

の
、
行
動
に
支
障
を
及
ぼ
す
よ
う
な
病

人
、
怪
我
人
を
出
さ
な
か
つ
た
こ
と
、

又
ア
ク
ン
デ
ン
ト
を
起
さ
な
か
つ
た
こ

と
は
、
賃
に
幸
い
で
あ
つ
た
と
つ
く
づ

く
感
じ
て
い
る
。
そ
し
て
八
日
此
庭
を

出
残
、
ポ
カ
ラ
を
経
て
カ
ト
マ
ン
ズ

ヘ

の
無
事
な
旅
が
績
け
ら
れ
ん
こ
と
を
祈

つ
て
い
る
。
（
六
月
五
日
）

攻
撃
隊
の
報
告

山

田

二

耶

五
月
二
十

一
日
　
快
晴

一
昨
日
夜
以
来
Ｃ
８
を
な
や
ま
し
、

再
び
前
回
攻
撃
の
時
と
同
じ
気
象
状
態

の
再
末
か
と
吾
々
を
落
謄
さ
せ
て
い
た

強
烈
な
西
風

（
風
速
約
十
米
）
も
、
三

十
日
午
後
か
ら
は
次
第
に
お
さ
ま
つ
て

き
た
。

今
日
は
ま
だ
風
は
残
つ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
Ｃ
８
の
位
す
る
ノ
ー
ス
コ
ル
と

い
う
地
形
的
な
影
響
に
因
る
も
の
で
あ

る
ら
し
く
、
頂
上
プ
ラ
ト
ー
附
近
の
雪

畑
は
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
絶
好
の
機
會
を
掴
ん
で
、　
一
奉

に
頂
上
攻
撃
に
向
う
べ
き
豫
て
の
計
蓋

に
従
い
、
加
藤
喜
、
山
田
、
石
坂
の
三

名
は
、
山
崎
、
　
の
口
”
色
・　
Ｆ
”
だ
Ｏ
Ｐ

ｂ
い̈
一①
【●
σ
”
ヽ
７
ｎ【∞
』ョ
”
∽
詳
”
■
Ｐ
い
∞
ｐ
Ｏ
Ｈ
び

の
六
名
の
サ
ポ
ー
ト
の
下
に
、
二
日
分

の
装
備

・
食
料
等
絶
重
量
約
五
〇
砥
を

持

つ
て
、
朝
九
時
三
〇
分
Ｃ
８
を
出
奎

し
た
。

雪
質
は
今
回
は
前
回
の
攻
撃
時
と
全

く
異
り
、
ラ
ッ
セ
ル
も
く
る
ぶ
し
を
没

す
る
程
度
で
あ
り
、
又
サ
ポ
ー
ト
の
メ

ン
バ
ー
も
攻
撃
隊
員
も
大
い
に
高
度
馴

化
し
た
せ
い
も
あ
り
、
行
程
は
非
常
に

は
か
ど
り
、
忽
ち
に
し

て
前

回

Ｃ
９

（雪
洞
）
を
建
設
し
た
地
黙

（高
度
七
二

〇
〇
ｍ
）
に
達
し
更
に
前
進
す
る
。

こ
の
附
近
か
ら
風
は
殆
ん
ど
無
く
な

り
、
至
極
好
調
に
は
な
つ
て
き
た
が
、

一
方
岩
峰
に
近
付
い
た
た
め
、雪
層
（
こ

れ
は
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ

が
、
雪
面
か
ら
地
表
面
迄
殆
ん
ど
軍

一

の
層
と
思
え
る
程
、
均

一
の
雪
質
を
な

し
て
い
る
）
の
厚
さ
が
減
り
、
所
に
よ

つ
て
は
数
十
糎
の
雪
の
下
に
ス
ラ
ブ
が

現
わ
れ
、
荷
を
負
つ
た
シ
ェ
ル
バ
に
は

危
険
を
感
ず
る
よ
う
に
な
る
。

斜
面
の
平
均
傾
斜
約
五
〇
度
と
な
り

危
険
を
感
じ
た
ヽ
め
、
登
路
の
ラ
ッ
セ

ル
を
シ
ェ
ル
バ
に
代
り
隊
員
が
指
営
、

最
後
の
ク
ラ
ス
ト
斜
面
を
登
り
、
固
定

綱
を
下
ろ
し
て
、
こ
れ
に
依
リ
シ
ェ
ル

パ
を
登
ら
せ
よ
う
と
し
た
所
、
こ
れ
よ

り
僅
か
に
早
く
、
シ
ェ
ル
パ
の

一
人
が

滑
落
、
こ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
グ
ゾ
デ
ィ

も
教
米
を
滑
落
し
た
が
、
グ
ゾ
デ
ィ
の

奮
闘
に
依
り
辛
う
じ
て
停
止
し
事
無
き

を
得
、　
一
四
時
四
〇
分
プ
ラ
ト
ー
西
端

の
岩
峰
東
傍
高
度
七
五
〇
Ｏ
ｍ
の
地
黙

に
Ｃ
９
を
建
設
す
る
こ
と
が
出
来
た
ｃ

此
所
に
ウ
ィ
ン
パ
ー
改
良
型
二
人
用
天

幕

一
張
を
作
り
、
前
記
三
隊
員
が
留
り

サ
ポ
ー
ト
隊
は
山
崎
引
率
の
下
に
同

一

ル
ー
ト
Ｃ
８
に
下
つ
た
。

こ
の
頃
か
ら
天
候
は
例
の
如
く
積
訛

雲
が
食
生
し
、
こ
れ
に
伴
い
約
６

ｍ
の

西
風
と
若
千
の
降
霰
、
雷
が
あ
り
、
気

温
も

一
八
時
に
は
マ
イ
ナ
ス
二
五
度
Ｃ

で
あ
つ
た
が
、
夜
に
入
り
再
び
静
薇
。

風
も
殆
ど
な
く
な
り
、
夜
間
の
最
低
氣

温
は
マ
イ
ナ
ス
三
二
度
Ｃ
に
迄
降
下
し

た
が
、
絶
好
の
攻
撃
前
夜
で
あ
っ
た
。

夕
食
に
は
ア
ル
フ
ァ
米
の

『
み
そ
雑

炊
』
が
美
味
で
あ
つ
た
が
、
石
坂
は
僅

か
な
が
ら
吐
き
氣
を
催
し
た
ょ
う
で
あ

る
。
こ
の
夜
加
藤
、
石
坂
は
睡
眠
不
足

氣
味
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
二
人
用
天
幕

に
二
人
入
つ
た
た
め
窮
屈
で
あ
っ
た
の

が
原
因
か
も
知
れ
な
い
ｃ

六
月

一
日
　
快
晴

昨
日
に
勝
る
快
晴
、
追
か
に
望
ま
れ

る
チ
ベ
ッ
ト
の
山
々
も
薄
青
く
か
す
み

日
本
の
春
山
を
思
わ
せ
る
安
定
し
た
空

模
様
で
あ
る
。

四
時
半
起
床
。
オ
バ
ル
チ
ン
、
ア
ル

フ
ァ
米

（前
夜
と
同
じ
炊
事
法
）
オ
ー

ト

●
ミ
ー
ル
に
腹
ご
し
ら
え
を
し
た
が

石
坂
は
昨
夜
の
不
眠
が
可
成
り
影
響
し

た
よ
う
で
あ
る
。

午
前
七
時
、
山
田
、
石
坂
、
加
藤
の

順
に
て
ア
ゾ
ザ
イ
レ
ン
ー
Ｃ
９
を
出
奎

し
た
が
、
天
幕
前
か
ら
直
ち
に
全
く
の

蒼
氷
の
斜
面
が
績
き
、
加
藤
、
山
田
の

ビ
ッ
ケ
ル
の
石
突
き
は
全
く
物
の
用
に

た
ヽ
ず
、
僅
か
に
新
品
の
ア
イ
ゼ
ン
の

爪
だ
け
が
頼
り
と
い
つ
た
状
態
で
、
初

め
て
出
く
わ
す
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
蒼
氷
に
眼

を
饉
る
。
従
つ
て
携
行
し
た
標
識
用
赤

旗
も
立
て
る
所
無
く
、
所
々
に
僅
か
の

水
の
隙
間
を
見
つ
け
て
は
そ
こ
に
赤
旗

を
さ
し
込
み
つ
ゝ
進
ん
だ
。

初
め
て
眺
め
る
プ
ラ
ト
ー
上
は

（毎

度
の
こ
と
乍
ら
）
意
想
外
に
廣
大
で
あ

り
、
頂
上
迄
約
二
つ
の
段
階
に
分
れ
、

各
ス
テ
ッ
プ
の
間
は
前
記
の
如
き
蒼
氷

又
は
蒼
氷
上
を
僅
か
に
蔽
つ
た
ス
ヵ
ブ

ラ
の
原
と
な
つ
て
い
る
と
云
つ
て
ょ
く

又
到
る
所
幅
は
大
き
く
は
な
い
が
、
ク

ン
バ
ス
が
縦
横
に
走
つ
て
い
る
。

午
後
九
時
半
、
第
二
の
ス
テ
ッ
プ
の

直
下
に
達
す
る
。
此
庭
は
Ｃ
８
上
の
氷

瀑
の
東
側
の
斜
面
を
登
つ
て
も
達
せ
ら

れ
る
所
で
あ
り
、
こ
の
ル
ー
ト
に
よ
る

な
ら
ば
プ
ラ
ト
ー
上
の
距
離
を
か
な
り

短
縮
出
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
但
し

Ｃ
８
か
ら
如
何
に
し
て
此
庭
迄
直
接
に

達
す
る
か
、
此
の
篤
に
は
Ｃ
８
の
位
置

を
何
庭
に
し
た
ら
良
い
か
等
々
、
問
題

は
ま
だ
残
さ
れ
た
儘
で
は
あ
る
が
。

第
二
の
ス
テ
ッ
プ
の
登
り
は
、
ス
ヵ

プ
ラ
と
粉
雪
の
混
つ
た
斜
面
で
、
ラ
ッ

セ
ル
に
苦
し
む
。
歩
行
速
度
は
正
確
に

測
ら
な
か
つ
た
の
だ
が
、
二
乃
至
三
呼

吸
に
一
歩
程
度
で
、
前
回
初
め
て
Ｃ
７

に
登
つ
た
時
と
さ
し
て
愛
化
な
い
の
は

驚
ろ
く
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
か
ら
西
方
に
積
乱
雲
、
チ
ベ

ッ
ト
方
面
に
こ
れ
の
愛
化
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
巻
雲
が
流
れ
始
め
、
プ
ラ
ト

ー
西
南
端
リ
ッ
ヂ
に
雪
畑
が
昇
り
始
め

て
末
た
。
頂
上
は
依
然
と
し
て
仲
々
近

付
く
様
子
も
な
く
、
吾
々
を
無
慈
悲
に

眺
め
下
ろ
し
て
い
る
。

午
前
十
二
時
、
第
二
の
ス
テ
ッ
プ
を

越
し
第
二
の
ス
テ
ッ
プ
に
か
ゝ
る
少
々

手
前
、
高
度
七
七
五
Ｏ
ｍ

（携
帯
ア
ネ

ロ
イ
ド
高
度
計
に
よ
る
）
に
達
し
休
憩

掃
路
に
要
す
る
時
間
、
隊
員
の
健
康
、

疲
労
の
状
態
、
天
候
の
愛
化
を
考
慮
し

遂
に
同
地
黙
よ
り
引
返
す
こ
と
に
決
定

し
た
。

同
地
黙
か
ら
頂
上
迄
は
片
道
更
に
五

時
間
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

技
術
的
に
は
頂
上

へ
の
最
後
の
五
Ｏ
ｍ

程
の
ス
ノ
ー

（
ァ
ィ
ス
？
）
リ
ッ
デ
を

除
け
ば
、
さ
し
て
困
難
で
な
い
ル
ー
ト

が
蒼
氷
を
避
け
績

い
て
い
る
ょ
う
に
見

え
た
。

今
回
の
最
高
到
達
黙
附
近
に
は
キ
ャ

ン
プ
地
も
求
め
ら
れ
る
状
況
よ
り
し
て

私
見
よ
り
す
れ
ば
、
プ
ラ
ト
ー
上
に
更

に
一
つ
Ｃ
ｌＯ
を
設
置

（
二
人
用
）
す
る

こ
と
に
よ
り
、
必
ず
や
頂
上
に
立
つ
こ

と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
、

(2)
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①
頂
上
へ
の
ル
ー
ト
に
は
此
の
先
技
術

的
に
さ
し
て
困
難
は
な
い
と
思
わ
れ

ス
υ
ン」
し
Ｃ
。

②
富
時
の
状
況
よ
り
し
て
充
分
に
高
度

馴
化
し
た
隊
員
が
、
プ
ラ
ト
ー
上
に

更
に

一
夜
を
重
ね
、
翌
日
の
ア
ル
バ

イ
ト
は
可
能
と
思
わ
れ
た
こ
と
ｃ

Ｏ
Ｃ
ｌＯ
豫
定
地
よ
り
頂
上
迄
の
所
要
時

間
は
、
前
記
の
如
く
往
復
八
時
間
以

内
に
見
ら
れ
る
こ
と
。

十
二
時
、
引
返
し
地
黙
に
て
篤
員
撮

影
、
國
旗
埋
没

（
ア
イ
ス
ピ
ト
ン
に
て

固
定
）
往
路
の
赤
旗
を
慎
重
に
辿
り
、

十
四
時
Ｃ
９
に
到
着
、
天
幕
を
整
理
し

各
人
携
行
し
得
る
限
り
荷

を
持

つ
た
が

天
幕
の
み
は
残
さ
ざ
る
を
得

な

か

つ

た
。十

四
時
四
〇
分
同
キ
ャ
ン
プ
癸
、
昨

日
固
定
綱
を
作

つ
た
所
に
同
じ
く
四
〇

ｍ
の
デ
イ
ル
を
固
定
し
、
山
田
、石
坂
、

加
藤
の
順
に
て
確
保
し
つ
ヽ
約

一
五
〇

ｍ
を
下
降
し
た
が
、
こ
の
雪
面
は
昨
日

と
は
異
り
雪
量
が
著
し
く
減
少
、
確
保

の
た
め
の
ビ
ッ
ケ
ル
も
半
分
位
し
か
入

ら
ぬ
所
が
あ
り
、
又
雪
も
腐
つ
て
了
つ

た
ゝ
め
大
い
に
難
澁
し
、
僅
か

一
五
〇

ｍ
を
下
降
す
る
に

一
時
間
半
を
要
し
た

状
態
で
あ
つ
た
。

前
回
の
雪
洞
建
設
時
、
昨
日
の
登
高

時
、
そ
れ
に
本
日
と
大
々
雪

（斜
面
）

の
状
態
は
全
く
異

つ
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
こ
の
ル
ー
ト
が
恒
久
的
に
し

て
安
全
な
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
再
検

討
の
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
危
険
な
雪
面
を
通
過
し
了
る
頃

Ｃ
８
に
在
つ
た
山
崎
等
は
吾
々
の
撤
収

に
氣
付
き
、
直
ち
に
應
援
の
た
め
、
山

崎
、
ア
ン
テ
ン
バ
、
ミ
ン
マ
ン
タ
、
グ

ン
デ
ィ
、
四
名
に
て
登
つ
て
末
て
く
れ

第
８
、
第
９
雨
キ
ャ
ン
プ
の
中
間
附
近

で
合
流
し
、
共
に
Ｃ
８
に
至
る
。
Ｃ
８

到
着
十
七
時
五
十
分
。

此
所
に
於
て
Ｃ
８
は
天
幕
少
く
収
容

不
能
の
た
め
更
に
同
キ
ャ
ン
プ
十
八
時

十
五
分
嚢
、
十
八
時
五
十
分
Ｃ
７
に
着

き
高
木
登
攀
隊
長
等
に
状
況
報
告
、
Ｃ

７
に

一
夜
を
明
す
こ
と
と
な
つ
た
ｃ

科
撃
班
登
攀
隙
を
変
見

川
喜
田

二

耶

ネ
パ
ー
ル
の
西
部

へ
大
迂
廻
し
た
科

學
班
は
韓
じ
て
東
に
行
進
し
、
巡
祖
の

聖
所
と
し
て
有
名
な
ム
ク
チ
ナ
ー
ト
か

ら
五
〇
〇
Ｏ
ｍ
に
餘
る
高

い
峠
を
こ
え

ア
ゾ
ナ
プ
ル
ナ
連
山
の
北
方
を
紅
て
、

マ
ル
ス
ル
ゥ
の
西
側
に
近
づ
い
た
。
そ

し
て
昨
年
の
偵
察
隊
と
同
じ
コ
ー
ス
で

ラ
ル
キ
ヤ
峠
を
越
え
て
サ

マ
の
Ｂ
Ｃ
に

至
る
べ
く
、　
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
イ
河
流
域

の
源
流
に
あ
る
寒
村
ビ
ム
タ
コ
ー
チ
に

着
い
た
の
が
五
月
廿
日
だ
つ
た
。
こ
の

村
は

マ
ナ
ス
ル
ゥ
の
西
北
八
哩
位
に
営

り
、
高
さ
は
三
六
〇
〇
ｍ
餘
、
す
で
に

森
林
限
界
に
近
い
。

翌
廿

一
日
朝
六
時
頃
、
中
尾
は
双
眼

鏡
で
ノ
ー
ス
コ
ル
に
天
幕
ら
し
い
黒
粘

を
認
め
た
が
、
遠
く
て
は
つ
き
り
判
ら

な
か
つ
た
。
つ
い
で
九
時
四
十
分
頃
、

川
喜
田
は
四
、
五
人
の
隊
員
を
ノ
ー
ス

コ
ル
附
近
に
褒
見
し
た
。
彼
ら
は
ノ
ー

ス
コ
ル
の
マ
ナ
ス
ル
ゥ
寄
り
か
ら
降
り

て
末
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
そ
の
黙

は
つ
き
り
し
な
か
つ
た
。
や
が
て
ノ
ー

ス
コ
ル
の
か
く
れ
た
彼
方
か
ら
、
ま
た

四
―
五
名
の
パ
ー
テ
ィ
が
現
わ
れ
て
合

流
し
た
。

忽
ち
我
々
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
大
騒
ぎ

し
て
代
る
代
る
双
眼
鏡
で
こ
の
劇
的
な

光
景
を
夢
中
で
眺
め
た
。
こ
の
頃
の
お

天
氣
は
き
ま
つ
て
午
前
中
が
快
晴
、
午

後
天
候
が
崩
れ
る
の
で
あ
つ
た
が
、
こ

の
日
も
御
多
間
に
洩
れ
な
か
つ
た
。
そ

れ
で
五
日
々
の
一限
一剛
に
は
ノ
ー
ス
コ
ル
か

ら

マ
ナ
ス
ル
ゥ
主
峯
、
更
に
西
へ
張
り

出
し
た
大
尾
根
と
氷
壁
が
お
し
氣
も
な

く
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

合
し
て
九
人
と
な
つ
た
登
攀
隊
は
、

そ
れ
か
ら

マ
ナ
ス
ル
ゥ
北
尾
根
の
大
斜

面
を
登
り
出
し
た
。
こ
の
大
斜
面
の
東

寄
り
は
急
崚
な
氷
河
で
、
西
寄
り
は
雪

が
少
な
く
所
々
に
岩
が
露
出
し
、
最
上

部
は
黒
々
と
岩
壁
で
終

つ
て
い
る
。
登

攀
隊
は
氷
河
を
さ
け
て
西
寄
り
を
登
つ

て
い
つ
た
。
我
々
が
最
後
に
こ
の

一
行

を
見
た
の
は
十
二
時
で
、
そ
の
時
こ
の

急
な
大
斜
面
の
八
割

（
ノ
ー

ス
コ
ル
か

ら
岩
壁
上
部
の
壼
地
の
縁

ま

で

の
間

の
）
ま
で
登
り
つ
め
て
い
た
。
そ
し
て

あ
つ
と
い
う
間
も
な
く
雲
が
お
し
ょ
せ

我
々
の
視
界
を
去
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
高
山
帯
の
お
花
畑
で
キ
ャ
ン

プ
し
た
我
々
は
、
翌
六
月

一
日
い
よ
い

よ
ラ
ル
キ
ヤ
越
え
を
し
た
。
こ
の
道
筋

の
殆
ど
は
、
他
の
山
が
邪
魔
に
な
つ
て

マ
ナ
ス
ル
ゥ
は
見
え
な
い
。
中
尾
は
、

も
し
や
今
日
の
夕
方
に
本
隊
の
Ｂ
Ｃ
に

着
け
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
と
い
う
の

で
、　
一
行
を
誘
導
す
る
た
め
に
双
眼
鏡

を
も
つ
て
先
褒
し
た
。
こ
れ
は
Ｂ
Ｃ
が

サ

マ
以
外
に
も
う
ひ
と
つ
候
補
地
を
も

つ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。　
マ
ナ
ス
ル
ゥ

氷
河
の
一
分
枝
が
サ

マ
の
上
流
ラ
ル
キ

ヤ
の
近
く

へ
谷
を
作

つ
て
流
れ
出
て
い

る
、
そ
の
谷
の
奥
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
谷
を
見
透
し
て
、
吾
々
の
今

日
の
コ
ー
ス
か
ら
も
再
び

マ
ナ
ス
ル
ゥ

が
見
え
る
。

中
尾
は
こ
の
谷
に
少
し
入
つ
て
本
隊

の
Ｂ
Ｃ
が
こ
ゝ
に
は
な
い
の
を
確
か
め

た
後
、
後
褒
の

一
行
を
待

つ
間
、
双
眼

鏡
で

マ
ナ
ス
ル
ゥ
を
眺
め
て
い
た
。
十

四
時
頃
、
ノ
ー
ス
コ
ル
の
上
の
大
斜
面

の
最
上
部
に
嘗
る
岩
壁
の
上

（更
に
上

部
の
テ
ラ
ス
の
下
端
）
に
、
黒
貼
が
三

つ
現
わ
れ
そ
れ
は
こ
の
急
崚
な
岩
壁
上

端
と
、
そ
の
す
ぐ
東
の
急
な
氷
河
舌
端

と
の
境
目
の
邊
を
下
り
出
し
た
。

ま
た
同
時
に
ノ
ー
ス
コ
ル
か
ら
ナ
イ

ケ
の
コ
ル
ヘ
か
け
て
の
ア
イ
ス

・
フ
ォ

ー
ル
の
ほ
ゞ
中
程
で
、
十
数
人
の
人
影

が
も
の
ヽ
一
時
間
も
上
り
も
下
り
も
せ

ず
に

一
ケ
所
で
右
し
左
し
し
て
い
た
。

そ
れ
は
何
か
非
常
な
困
難
が
あ
つ
て
途

方
に
暮
れ
て
い
る
か
の
如
き
感
を
典
え

た
。こ

の
日
は
午
後
に
も
拘
わ
ら
ず
比
較

的
に
天
候
に
恵
ま
れ
た
よ
う

で
あ

つ

た
。
午
後
五
時
頃
で
も
な
お
マ
ナ
ス
ル

ゥ
の
ノ
ー
ス
コ
ル
以

上
は
、
悠
容
た
る

そ
の
姿
を
下
界
の
雲
の
上
に
あ
ら
わ
し

て
、
夕
陽
を
浴
び
て
い
た
。

そ
の
翌
日
午
後
、
吾
々
は
Ｂ
Ｃ

へ
着

い
た
後
次
の
こ
と
を
知
つ
た
。
中
尾
が

見
た
あ
の
二
人
の
人
影
は
、
頂
上
間
近

ま
で
ア
タ
ッ
ク
し
た
加
藤
、
山
田
、
石

坂
の
三
隊
員
が
Ｃ
９
か
ら
降

つ
て
く
る

最
も
劇
的
な

一
場
面
な
の
で
あ
つ
た
。

全
員
無
事
録
國
の
途
ヘ

遠
征
隊
員
は
三
田
隊
長
以
下
全
員
無

事
ポ
カ
ラ
よ
リ
カ
ト
マ
ン
ズ
紅
由
で
カ

ル
カ
ッ
タ
に
集
結
、
第

一
陣
は
竹
節
、

辰
沼
、
依
田
、
山
崎
、
石
坂
の
五
氏
が

十
六
日
十
八
時
半
羽
田
に
到
着
、
十
七

日
夜
日
本
工
業
倶
楽
部
で
報
告
會
を
開

催
ｃ
第
二
陣
高
木
、
村
木
、
加
藤
（喜
）

山
田
の
四
氏
は
十

一
日
未
明
羽
田
着
、

ま
た
第
二
陣
三
日
、
田
日
、
加
藤
、
の

三
氏
は
十
四
日
夕
羽
田
に
到
着
。
残
留

の
村
山
、
中
尾
、
川
喜
田
三
氏
は
梢
遅

れ
て
帰
国
す
る
。

東  京  店 海 野 治 良
中央E銀座西ニノ正 電話京橋(56)3600

大 阪 店 西 岡 一 雄
北E堂ビル前協和銀行三階

神  戸
｀

店 島 田 員 之 助
生田E三宮町一ノ三ニノー
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イ
ギ
リ
ス
の

一
九
五
三
年
プ
リ

●
モ

ン
ス
ン
の
エ
ヴ

ェ
ン
ス
ト
登
山
隊

（隊

長
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
ト
大
佐
）
の
ヒ
ラ
リ

ー
と
シ
ェ
ル
パ
の
テ
ン
シ
ン
と
は
五
月

二
十
九
日
頂
上
に
到
達
し
た
後
全
隊
員

と
シ
ェ
ル
パ
た
ち
は
無
事

工
げ

ェ
ン
ス

ト
を
去
つ
た
。

隊

　

員

「
Ｏ
Ｆ
Ｄ
】ＴＨ“
”
一
（卜
Ｎ
）

↓

Ｆ

Ｏ
ｎ

“

∽

Ｈ
）

・

”

Ｏ
ｇ
嘱
働
】
〓

〇
●

（
Ｎ
Ｏ
）

＞
躍
【
Φ
●
０
■
Ｏ
ｍ
Ｏ
【
Ч

（卜
〇
）

同

ヽ
一日

一ｏ
”

魚

可

・

甲
出

〓

”
『
Ч

（
ω
卜
）

の
Ｏ
Ｏ
『
”
①
Ｆ
Ｏ
て
①
（Ｎ
∞
）

りヽ
ぬ”
」Ｏ
Ｌ
（０

，
”
電
【①
∽
く
ヽ
Ч
〓
０
（ω
ω
）

の
ｏ
Ｏ
唱
的
０
０
ｏ
”
”
●
Ｑ
（Ｎ
卜
）

０
・
ｇ
、一〓
『
①
ら
２
．Ｏ
Ч
０
０
（ω
切
）

ソ
ｈ
一０
岸
”
①
【　
く
「①
∽↓ｂ
ｐ”
０
０
一け
（Ｎ
∞
）

∪
【
・
”
ｏ
Ｏ

，
”
ュ
①
∽
”
く
”
●
∽
（ω
卜
）

Ｕ
可
・
７

，
Ｏ
Ｆ
”
①
【
ｄく
”
『働
（Ｎ
∞
）

↓
・
∽
ざ
げ
”
詳

（ω
ｕ
）

（
ヵ
ッ
コ
の
中
は
年
齢
―

平
均
年

齢
三
二

・
五
）

ヒ
ラ
リ
イ

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

ビ
イ
‥

フ
ァ
マ
ァ
）
、
ボ
ア
デ
イ
ロ
ン
、

ヮ
ー
ド
の
二
人
は

一
九
五

一
年
の
エ
ヴ

ェ
ン
ス
ト
遠
征
に
加

つ
た

（
「山
岳
」
第

四
六

・
七
年
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
●
ノ
ー
ッ
参

照
）
。
　
ハ
ン
ト
、
フ
イ
リ
、
ノ
ィ
ス
、

エ
ヴ
ァ
ン
ズ
、
ス
ト
バ
ァ
ト
い
ず
れ
も

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
に
親
し
ん
だ
人
々
。

一
九
五
二
年
の
チ
ョ
・
オ
ユ
に
は
ボ
ァ

デ
ィ
ロ
ゾ
、　
エ
ブ
ァ
ン
ズ
が
参
加
ｃ

行
　
　
程

２
月
１２
日

・
本
隊

ロ
ン
ド
ゾ
登
（船
）

３
月
３
日

・
ハ
ン
ト
隊
長

（病
氣
の
た

め
出
残
が
お
く
れ
た
）
カ
ト
マ
ン
ズ

着

（
空
路
）
本
隊
に
合
す

３
月
１０
日

ｏ
Ｚ
”
日
ｏ
ド
ｏ
”
”
Ｎ

，
■
着

３
月
２６
日

・
↓
Ｊ
習
り
”
び
８
ぽ
①
の
隣
接

地
に
臨
時
根
抜
地
設
定
、
３
月
２９
日

か
ら
８
日
間
そ
こ
を
中
心
に
近
く
の

山
々
で
登
行
準
備
、
酸
素
装
備
の
テ

ス
ト

４
月
９
１
１３
日

・
三
隊
に
分
れ
第
二
次

の
豫
備
登
行
、
酸
素
装

備

テ

ス

ト

（
こ
の
間
に
エ
ヴ
ア
ン
ズ
は
ア
イ
ラ

ン
ド

・
ピ
ー
ク
（，

Ｎ
ｐ
０
８

沖
・）
登

頂
、　
ハ
ン
ト
隊
は
ウ
ム
ブ

ｏ
ギ

ャ
ブ

ゼ
ン

（９

８
ｂ
８

Ｆ
）

ポ
カ
ル
デ

（，

Ｎ
ｐ
ｏ
８

Ｆ

）
に
登
頂

４

月

１３

日

ｏ
Ｂ

ｏ
Ｃ

（
Ｃ

ｏ
ｌ

兼

用

）

設

定

（高
度

、
ヽ
Ｎ
ｏ
沖
ｏ１
５２

年
ス
イ

ス
隊
の
Ｃ
ｌ
と
同
庭
、
ア
イ
ス
・
フ

ォ
ル
の
直
下
）

４
月
１５
日

・
Ｃ
２

（“
Ъ
Ｎ
ｏ
諄
・）
設
定

（
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ル
の
中
段
）

４
月
２４
日

ｏ
Ｃ
３

（Ｎ
ｏ
ｂ
８

Ｆ
）
設
定

（
フ
ェ
ス
ト

・
ク
ウ

ム
の

入
口
）

４
月
２６

日

・
Ｃ
４

（Ｎ
Ｎ
８
ｏ
Ｆ

）
設
定

（
ク
ウ
ム
の
奥

ｏ
前
進
キ
ャ
ン
プ
）

５
月
２
日

ｏ
Ｃ
５

（圏
Ь
ｏ
ｏ
Ｆ

）
設
定

５
月
４
日

ｏ
Ｃ
６

（９

Ｎ
♪
８
ｏ
眸
）
設

定

（
サ
ウ
ス
・
コ
ル
ヘ
の
中
絶
所
）

５
月
１６
日

・
サ
ウ
ス
・
コ
ル
攻
撃
基
地

Ｃ
７
（，

Ｎ
，

８
ｏ
Ｆ
）
設
定
の
た
め

荷
上
げ
開
始

５
月
２６
日

・
第

一
次
ア
タ
ッ
ク
隊
ボ
ア

デ
イ
ロ
ン

・
エ
ヴ
ア
ン
ズ

は

サ

ウ

ス
・
コ
ル
を
出
資
、
南
峰
頂
上
に
達

し
（Ｎ
∞
ヽ
卜
ｏ
Ｆ
）
、
酸
素
装
置
の
故
障

に
よ
り
引
返
す

（５２
年
の
ラ
ン
ベ
ー

ル
、
テ
ン
シ
ン
Э
最
高
記
録
Ｎ
∞
ヽ
８

神
・）

５
月
２８
日

・
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
ヒ
ラ

リ
イ
、
テ
ン
シ
ン
は
グ
レ
ゴ
リ
ー
、

ロ
ー
ウ
ェ
等
の
援
護
隊
と
共
に
サ
ウ

ス
・
コ
ル
を
出
奎
、
南
東
尾
根
を
登

つ
て
い
が
ω
８

諄
・
に
Ｃ
８

（最
高
キ

ャ
ン
プ
）

を
設
け
て
候
泊

５
月
２９
日

・
ヒ
ラ
リ
イ
と
テ
ン
シ
ン
と

工
峯
成
功

へ
本
會
よ
り
祗
電

去
る
五
月
二
十
九
日
、　
ハ
ン
ト
大
佐

の
率
い
る
英
國

エ
ブ

ェ
レ
ス
ト
遠
征
隊

が
登
頂
に
成
功
し
た

ニ
ュ
ー
ス
は
、
六

月
二
日
早
く
も
全
國

へ
博

え

ら

れ

た

が
、
本
會
は
早
速
英
國
山
岳
會
並
に
遠

征
隊
長

（
カ
ト
マ
ン
ズ
英
国
大
使
館
氣

付
）
に
宛
て
ヽ
左
の
祝
電
を
装
し
た
。

Ｔ
【①
”
嗜
一”①
の一
〇
０
い
”
【”
一僣
【”
一【Ｏ
口
』〇
『

間
）く
①
【
Φ
∽一
の“
０
０
０
０
０

右
に
封
し
六
月
五
日
英
國
山
岳
會
か

ら
は
左
の
よ
う
な
返
電
が
あ
っ
た
。

く
■
Ｏ
　
ｍ
一■
０
”
一
】
Ч

”
Ｕ
り
Ｌ
０
０
【
”
一
①
　
Ч
Ｏ
暉
『

Ｆ
【●
●

Ｈが
①
∽
の
”
”
①
Ｏ
』

０
０
口
”
吋
．”
一口
】‥

”
”
【〇
●

”
口
０
　
デ
”
く
①
　
の
Ｏ
い
け

【け
　
〇
●

一〇
け，
①

一口
く
①
噌
①
の
一
日
Ｘ
り
①
鰤
一〓
〇
●
ｏ

０
０
２
〓
①
〓
０
■

　ヽ
∽
０
０
『
０
一Ｖ
嗜
Ч
・　
＞
Ｔ

Ｕ
ヨ
ｏ
Ｏ
【ｃ
げ
・

は
４
時
起
床
、
６
時
出
破
、
９
時
南

峰
頂
上
、
十

一
時
三
十
分
頂
上
に
到

達
、
十
五
分
間
頂
上
に
止

つ
て
下

山
、
直
接
サ
ウ
ス
・
コ
ル
ヘ
戻
る

５
月
３０
日

ｏ
Ｃ
７

（
サ
ウ
ス
・
コ
ル
）

に
前
夜
泊
つ
た
ヒ
ラ
リ
ー
と
テ
ン
シ

ン
は
ロ
ー
ウ
ェ
、
ノ
ィ
ス
と
共
に
ロ

ー
ソ
ニ
・
フ
エ
イ
ス
を
下

つ
て
ウ
ェ

ス
ト
・
ク
ウ
ム
前
進
キ
ャ
ン
プ
に
掃

着
６
月
豹
日

・
ハ
ン
ト
隊
長
、
ヒ
ラ
リ
ー

テ
ン
シ
ン
等
カ
ト
マ
ン
ズ
に
帰
着

（以
上
は
デ

ｏ
タ
イ
ム
ズ
と
特
約
の

朝
日
新
聞
６
月
２３
日
夕
刊
の
記
事
に
核

る
）

登
　
　
頂

６
月
２７
日
の
朝
日
新
聞
夕
刊
に
出
た

サ
ー
・
エ
ド
モ
ン
ド

・
ヒ

ラ
リ

ー
記

「
エ
ブ

ェ
ン
ス
ト
の
頂
上
に
立
つ
」
に

よ
れ
ば
、
ヒ
ラ
リ
ー
は
５
月
２５
日
テ
ン

シ
ン
と
共
に
Ｃ
４
か
ら
Ｑ
贅
「ぃ
上
り

（３
■
時
間
か
ゝ
る
）、
２６
日
南
峰
頂
上

か
ら
引
返
し
て
末
た
エ
ブ
ア
ン
ズ
と
ポ

ア
デ
イ
ロ
ン
を
迎
え
、

２８
日
∞
ミ
ｕ
＞
〓

四
〇
ポ
ン
ド
以
上
を
指
い
だ

ロ
ー

ウ

ェ
、
グ
ン
ゴ
リ
ー
、
ア
ン
グ

ニ
マ
に
エ

ス
コ
ー
ト
さ
れ
て
出
資
、　
ヒ

ラ
リ

ー

た
ち
の
荷
は
五
〇
―
六
〇
封
度
、
Ｎ
・ω
ｏ

可
〓

ミ
Ъ
ｏ
ｏ
諄
ｏ
に

キ

ャ
ン
グ
と
決

定
。
二
人
は
直
ぐ
サ
ウ
ス
ｏ
コ
ル
ヘ
引

返
す
。
二
時
間
か
か
つ
て
三
〇
度
の
岩

の
斜
面
に
泊
場
を
作
る
。
夕
方
十
分
間

に

一
度
位
の
猛
突
風
が
あ
つ
た
外
、
風

は
静
ま
つ
た
。
澤
山
の
飲
物
と
う
ま
い

食
事
を
十
分
に
と
つ
た
。
―

・サ
ー
デ

イ
ン
、
ビ
ス
ケ
ツ
ト
、
カ

ン
入

ア

ン

ズ
、
な
つ
め
や
し
、
ジ
ャ
ム
、　
ハ
チ
ミ

ツ
な
ど
。
呼
吸
は
殊
ん
ど
平
常
、
酸
素

を
極
力
節
約

ｏ
ｌ
〓
り
〓

Ｈ
ｌ
ω
＞
〓

と
使
用

（
一
分
間

一
リ
ッ
ト
ル
）
、夜
間

マ
イ
ナ
ス
二
七
度
。

２９
日
卜
＞
〓

天
氣

は
申
分
な
し
、
朝
食
に
水
分
の
不
足
か

ら
證
力
の
弱
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
思
切

つ
て
多
量
の
ジ
ュ
ー
ス
と
砂
糖
を
と
り

ビ
ス
ケ
ツ
ト
、
サ
ー
デ
イ

ン
を

食

べ

フ０
。９

ω
ｏ
＞
〓
三
〇
ポ
ン
ド
の
酸
素
を
か

つ
い
で
出
登
、
交
代
に
ス
テ
ッ
プ
を
切

つ
て
登
る
。
南
峰
頂
上

ｏ
・
＞
〓

そ
れ

か
ら
上
の
尾
根
の
印
象
は

エ
ブ

ァ

ン

ズ
、
ボ
ア
デ
イ
ロ
ン
の
言

つ
た
よ
う
に

正
に
恐
怖
に
近
い
も
の
で
あ
つ
た
。
尾

根

の
右

端

は
雪
庇
が
ゆ
が
ん
だ
手
の

よ
う
に
な
つ
て
直
下
　
ＨＮ
０
８

沖
ｏ
の

パ
”
口
∞
∽ド
僣
口
”
氷
河
に
突
出
て
い
る
ｃ

雪
庇
と
岩
の
絶
壁
と
の
間
が
固
い
雪
で

出
来
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
、
そ
こ
を

ス
テ
ッ
プ
を
切

つ
て
登
る
。

ロ
ー
プ
を

止
め
る
篤
に
ビ
ッ
ケ
ル
を
雪
に
立
て
る

事
が
幸
い
出
来
た
。
四
〇
フ
ィ
ー
ト
登

つ
て
待

つ
と
い
う
風
に
交
代
に
登
る
。

最
初
の
酸
素
の
チ
ュ
ゥ
ブ
を
捨
て
八
〇

〇
リ
ッ
ト
ル
の
容
器

（
一
分
間
三
リ
ッ

ト
ル
の
割
合
で
四
時
間
半
も
つ
）
に
な

つ
た
の
で
装
具
は

一
九
ポ
ン
ド
に
減
り

大
い
に
葉
に
な
つ
た
。
依
然
天
候
は
良

好
。　
一
時
間
程
進
む
と
高
さ
四
〇
フ
ィ

ー
ト
ば
か
り
の
巨
大
な
垂
直
の
岩
に
ぶ

つ
か
つ
た
。
成
否
の
鍵
か

と
思

わ

れ

た
。
岩
と
雪
庇
の
間
に
四
〇
フ
ィ
ー
ト

程
の
狭
い
裂
目
が
見
付
か
る
。「全
身
全

露
を
振
起
し
て
」
こ
の
裂
目
を
登
る
。

膝
、
肩
、
腕
を
使
う
正
に

ロ
ッ
ク

・
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
を
思
わ
せ
る
。
そ
れ
を
末

越
え
て
も
依
然
右
に
巨
大
な
雪
庇
、
左

に
急
斜
面
の
尾
根
は
績
い
た
。
「時
は
過

ぎ
、
尾
根
は
何
時
は
て
る
と
も
知
れ
な

か
つ
た
。」

多
少
疲
労
感
が
襲
始

め
テ

ン
シ
ン
の
動
き
も
に
ぶ
く
な
つ
た
。
さ

ら
に
ス
テ
ッ
プ
を
切
つ
て
登
る
う
ち
に

フ
ト
見
る
と
前
面
の
尾
根
が
突
然
急
角

度
に
下

つ
て
い
る
。
進
か
下
方
に

，
ゾ

ブ
ク
氷
河
が
眺
め
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。
狭
い
雪
の
尾
根
の
固
い
雪
面
を

ビ
ッ
ケ
ル
で
切
つ
て
進
ん
で
遂
に
頂
上

に
立
つ
。

〕興
先
に
湧
い
た
感
情
は
も
う
ス
テ
ッ

プ
を
切

つ
た
り
面
倒
な
こ
と
を
し
な
く

て
も
い
ヽ
と
い
う
安
心
感
で
あ
つ
た
。

二
人
は
手
を
握
る
。
テ
ン
シ
ン
は
雨
腕

を
ヒ
ラ
リ
ー
の
肩

へ
ま
わ
し
、
息
が
切

れ
る
ま
で
互
い
の
肩
を
た
た
き
合

つ
た

と
い
う
。
●
お
ｏ
＞
〓

で
あ
つ
た
。
ヒ
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ラ
リ
ー
は
周
回
の
篤
員
を
と
つ
た
―

第

一
に
テ
ン
シ
ン
が

一
つ
に
結
え
た
ネ

パ
ー
ル
、
イ
ギ
リ
ス
、
國
連
、
イ
ン
ド

の
旗
を
振

つ
て
い
る
庭
を
。
三
十
年
前

に

マ
ｒ
リ
イ
と
ア
ー
ダ
ィ
ン
グ
の
何
か

残
し
た
も
の
は
と
さ
が
し
て
見
た
が
何

も
得
ら
れ
な
か
つ
た
。

頂
上
に
十
五
分
止
つ
て
折

路

に

つ

く
。
「
緊
張
の
後
の
無
氣
力
が
次
第
に
襲

い
は
じ
め
た
の
で
、
い
よ
い
よ
山
を
下

ら
ね
ば
な
ら
な
い
ｃ
す
で
に
野
望
の
拍

車
は
成
功
の
満
足
感
と
共
に
に
ぶ
り
、

手
足
も
弱
ま
り
、
息
切
れ
も
感
じ
出
し

た
」
と
ヒ
ラ
リ
ー
は
記
し
て
い
る
。

南
峰
の
下
に
工
げ
ァ
ン
ズ
、
ポ
ア
デ

イ
ロ
ン
の
お
い
た
二
本
の
酸
素
を
身
に

つ
け
前
夜
の
泊
場
に
Ｎ
ｏ
「
〓

に
掃
着
。

ゆ
つ
く
り
と
裳
袋
や

マ
ッ
ト
を
荷
作
り

し
て
背
に
か
つ
ぎ
重
い
足
を
引
ず

つ
て

尾
根
を
下
り
て
行
く
ｃ

「
五
證
は
し
び

れ
時
間
は
夢
の
よ
う
に
た
つ
て
行

つ
た

が
、
遂
に
ス
イ
ス
隊
の
キ
ャ
ン
プ
の
跡

に
到
着
、
そ
し
て
大
き
な
峡
谷
を
下
り

は
じ
め
た
」
こ
ゝ
で
手
記
は
終
つ
て
い

る
。こ

の
素
晴
し
い

一
日
の
出
来
事
が
静

か
な
文
章
に
よ
つ
て
豊
き
出
さ
れ
て
い

る
。
能
辮
に
優
つ
て
強
く
人
々
の
心
を

打
つ
ｃ
他
の
國
の
人
な
ら
ば
又
別
の
言

い
表
し
方
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

の
す
ぐ
れ
た
證
力
と
判
断
力
に
驚
く
と

共
に
、
ヒ
ブ
リ
ー
の
登
山
技
術
の
卓
越

が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
正
に
エ
ヴ

エ

ン
ス
ト
の
頂
上
に
は
イ
ギ
リ
ス
の

「
マ

ウ
ン
テ

ニ
ア
」
が
立
つ
た
の
で
あ
る
と

い
う
感
を
深
く
す
る
。

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
征
服
の
蔭
に

こ
れ
は
六
月
二
三
日
の
朝
日
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た

ハ
ン
ト
隊
長
の
手
記
の
標

題
で
あ
る
が
彼
が

「
何
が
わ
れ
ノ
ヽ

に

成
功
を
も
た
ら
し
か
」
と
い
っ
て
撃
げ

て
い
る

の
は
次

の
よ
う
な

も

の

で

あ

る

。
１
　
装
備
の
優
秀
な
こ
と
、
特
に
酸
素

吸
入
器
が
充
分
な
働
き
を
し
た
事
―

（
こ
の
事
に
就
て
六
月
二
五
日
の

『
”
‐

Ｕ
”
口
Ｚ
。①
ョ司
∽　
に
”
Ｌ
〓
ｏ
け
Ｈ●
働
口
の一ＬЧ

目
ｏ
ぼ
Φ
●
Ｏ
ｏ
い
０
口
①
∽
”
ｏ
』
門
く
ｏ
■
ｏ
ｏ”
と

題
し
た
記
事
が
あ
る
。
即
ち
、
百
以
上

の
商
社
が
そ
れ
ら
の
装
具
を
サ
プ
ラ
イ

し
又
二
つ
の
政
府
の
省

（静
①
＞
働
日
【‥

Ｈ
”
〓
Ч
”
口
い
ソ
自
Ｌ
の言
Ч
ｏ
ヽ
∽
“
り

，
Ч
）

三
つ
の
政
府
関
係
の
技
術
国
證
　
（静
①

りヽ
Ｏ
●
【０
”
【　
男
・０
０
０

，
■０
け
　
（０
０
●
●
０
日
ヽ

男
ｏ
Ч
”
】

＞
①
Ｈｏ
】毬
百
〓
ハ”
【　
Ｕ
∽一Ｎ
び
〓
‥

の
Ｆ
Ｈ目
①
い
一　
”
い
０
　
一口
①
　
Ｈり
の一【一“
一〇
〇
』

＞
く
Ｆ
Ｌ
ｏ
●
〓
①
ｅ
ｏ

，
①
）
も
共
に
力
を

合

せ
た
の
で
あ
る
）
。

２
　
先
輩
の
長
い
経
験
、
今
回
の
企
て

に
封
す
る
慎
重
な
準
備
と
計
菫

３
　
天
候
に
恵
ま
れ
た
事
。
五
月

一
五

日
以
来
天
候
は
安
定
し
て
末
た
。
三
回

の
攻
撃
を
行
う
餘
裕
が
あ
つ
た
。
こ
と

に
第
二
回
ア
タ
ッ
ク
の
六
月
二
九
日
の

快
晴
。

４

「
今
回
の
登
山
隊
ほ
ど
見
事
に
国
結

し
た
チ
ー
ム
を
見
出
す
事
は
難
い
だ
ろ

う
」
「
わ
れ
ノ
ヽ
の
成
功
は
全
く
こ
の
ス

ム
ー
ズ
な
愉
快
な
協
力
が
何
に
も
ま
し

て
大
き
か
つ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

５
　
初
期
の
高
度
順
應
と
訓
練
が
奏
効

し
た
。
隊
員
の
健
康
状
態
は
終
始
極
め

て
良
好
で
あ
つ
た
。
隊
員
中
六
人
は
サ

ウ
ス
・
コ
ル
の
上
で
何
の
困
難
も
な
く

数
日
を
過
し
、
英
隊
員
は
五
〇
―
六
〇

ポ
ン
ド

（
七
貫
三
百
匁
）
の
重
荷
を
二

萬
七
千
吠

へ
推
ぎ
上
げ
て
い
る
。

６
　
最
高
キ
ャ
ン
プ
を
頂
上
か
ら

一
千

吠
下
に
設
け
た
こ
と

（
こ
れ
は
右
の
手
記
に
は
無
い
が
、

隊
員
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
紅
験
を
重
ね
て
い

た
と
同
時
に
マ
ウ
ン
テ
ニ
ア
と
し
て
の

性
格

と
技
術

に
優
れ
た
も

の
を
持

つ
て

い
た
こ
と
）
。

ジ

ョ
ン

・
ハ
ン
ト
氏

エ
リ
ク

ｏ
シ
プ

ト
ン
氏
が

＞

く
①
↑

①
『
”
●
　
甲
出
Ｈ目
”
【”
Ч
”
口
　
”
い
０
　
”
【り
【”
①

日
ｏ
“
●
Ｓ
〓
①
①
Ｌ

と
書

い
て
い
る
通
り

、り
Ｆ
Ｏ
Ｔ
目
日目
”
【”
Ч
”

，

『
Ｏ
Ｃ
嘱
”
”
【

Ｈ
ｏ
ω
ｏ
年
」硯
に
　
り
①
”
Ｆ
　
ω
ｏ
　ヽ
∽
”
Ｆ
ｏ
『
ｏ

】ハ
”
Ｈ
”
Ｆ
Ｏ
『
”
ロ
ロヽ
　
日
Φ
ω
ｕ
〕
ロハ
”
【”
Ｆ
Ｏ
【
び
Ч

諄
①
∽
ｏ
Ｌ
Ｆ

『
”
ｏ
ｏ

を

お
ω
∞
年
琥

に

＞

】「
い口
一①
『

く
【∽
〓

一ｏ
ｔ
ｐ①
　
Ｎ
①
】日
“

〇
【”
ｏ
”①
【
を

Ｏ
ｏ”
・
Ｏ
ｏ
ｏ
Ｆ
①
　
と
＋本
に

Ｈ
ｏ
卜
ｏ
生
‐
に
　
】≦
Ｏ
い
の
　
０
日”
“
臼
【”
●
“
∽
ヽ

一
〇
ｕ
Ｏ
，
ふ
一
生
‐
に
　
】≦
一①
員
ｒＯ
Ｌ
①
∽
　
Ｏ
』

”

口
】ヨ
”
Ｆ
Ч
”
口

”
①
”
Ｆ

等
を
寄
稿
し
て

い
る
ｃ

こ
の
最
後

の
短

い

一
文

に
彼

が

ヒ

マ
ラ
ヤ
の
ブ

ェ
テ
ラ
ン
で
あ
る
こ
と

が
お
の
ず
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。テ

ン

シ

ン

氏

↓
，

①
〓
【目
曰”
【”
Ч
”
●
】
Ｏ
ｄ
『
３
”
【（ドＯ
ｕ
Ｏ

，
こ
）
の

∽
①
Ｏ
一
・
ＨＯ
ｕ
Ｏ
相拠
一仕
の

一口
【●
∵

”
ご
Ч
”
口
可
Ｏ
詳
①
『
∽

の
リ
ス
ト
に
よ
れ

ば
、
↓
①
り
い
【●
∞
”
Ｆ
“
〓
”

（Ｈｏ
Ｈ
Ｎ
生
）

は
す
べ
て
の
シ
ェ
ル
パ
中
最
も
技
術
が

優
秀
と
思
わ
れ
、
英
語
の
會
話
は
優
れ

て
い
る
、
輝
し
い
府
末
を
持
つ
、
と
あ

る
。
出冒
”
①
■
∽
”
”
鮨
”
①
ＨＯ
ω
Ｏ　
国
く
・
〕

の
。
（〇
∽
】目
”
∽一〇
い
）
・
】ω
∞
∪
く
ｏ
〕
の
・

（〇
∽
Ｈ
“
の一〇
”
）
。
】ω
０
０
〓
寸
”
【
（】≦
７

●
〔肖
ヽ
）
¨
、卜
０
∽
Ｆ
〓
ヨ
（パ
■
のＯ
り
り
）
。

マト
Ｎ
”
く
・
（Ｕ
①
い
員
””
”
）
〕
〇
”
”
∞
０
けＬ
ｅ

（”
Ｑ
〕ぽ
）
・
ド
∞
Ｆ
げ
”
∽”
（、り
暉
０
０
【）
。
マト
Φ

Ｚ
①
り
”
】
（↓
〓
隠
“
り
）
ｏ
）ｕ
Ｏ
”
”
い
０
”
早

Ｏ
Ｃ
ｂ
ＯＦ

（〇
【び
のＯ
●
）
。
、ぃ
〇
―
ぃヽ
ス

，
『”
―

ド
ｏ
８
日

（〓
”
８
Ｆ
）
等
の
紅
験
を
持
つ

（門
く
。
日
く
①
【
①
∽Ｆ

Ｏ
・‐
の
”
『
∵
「
”
【）

―
朝
日
新
聞
の
記
事
の
引
用
に
は
同
社

か
ら
了
解
が
興
え
ら
れ
た
ｃ

×

×

×

登
頂
の
し
ら
せ
は
先
ず

ロ
ン
ド
ン
ク

送
ら
れ
、
そ
こ
か
ら

一
般
に
稜
表
さ
れ

た
。
日
本
の
新
聞
に
は
六
月
三
日
に
嚢

表
。
朝
日
新
聞
ゃ

ニ
ッ
ポ
ン
・
タ
イ
ム

ズ
は
こ
れ
に
就
て
社
説
を
掲
げ
た
が
前

者
で
は
ヤ
ン
グ

ハ
ズ
バ
ン
ド
の

「
マ
ウ

ン
ト

・
エ
ジ

ェ
ン
ス
ト
の
エ
ビ
ッ
ク
」

を
後
者
で
は

マ
ロ
リ
イ
の

「何
故

エ
ブ

ェ
ン
ス
ト
ヘ
登
る
か
」
の
質
問
に
答
え

た
こ
の
の
　
”
０
０
”
“
∽
①
【ｔ
の
一げ
①
『
①
一　
と

い
う
言
葉
を
引
用
し
て
い
た
。
人
々
は

こ
の
山
に
封
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
今
ま
で

の
歴
史
を
覺
え
て
い
る
。
恐
ら
く
他
の

国
の
登
山
隊
が
成
功
し
た
場
合
に
は
又

別
の
印
象
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。

一
九
二
四
年
に
フ
ン
ッ
シ
ュ
フ
ィ
ー

ル
ド
は
↓
け
ｏ
Ｏ
ｏ
い
０
宦
①
∽”
ｏ
』
〓
８
ユ

同
く
①
■
０
∽一
の

一
文
の
終
り
に

「山
登
り

は
、
ち
ょ
う
ど
ス
テ
ビ
／
グ

・
ス
ト
ウ

ン
を
ふ
ん
で
行
く
よ
う
に
先
輩
の
肩
を

使
つ
て
登
る
」
と
記
し
て
い
る
。
ヤ
ン

グ

ハ
ズ
バ
ン
ド
は
三
〇
年
前
に
、
そ
し

て
シ
プ
ト
ン
は
そ
れ
か
ら

三
〇

年

後

に
、
も
し
こ
の
企
て
が
失
敗
し
た
と
し

て
も

「更
に
更
に
」
こ
の
山
を
目
が
け

て
出
か
け
る
の
で
あ
る
と
述

べ
て
い
た

が
、
こ
ゝ
に
登
頂
に
成
功
し
た
事
は
慶

賀
に
耐
え
な
い
ｃ
三
日
の
新
聞
を
讀
ん

で
、
或
る
婦
人
が
強
く
心
を
打
た
れ
る

思

い

を

し

た
―
―
そ
れ
は
、
自
分
は

「
エ
ビ
ッ
ク
」
を
讀
ん
で
い
た
か
ら
だ

と
私
に
言
つ
た
が
私
も
同
感

で
あ

つ

た
Ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ

Ｏ
Ｔ
）

次
践
原
稿
の
〆
切

九
月
五
日
で
す
。
會
員
通
信
は
も
ち

ろ
ん
、
紀
行
、
情
報
、
書
評
、
随
筆
な

ど
御
送
り
下
さ
い
。
な
る
べ
く

一
行
十

五
字
に
し
て
お
書
き
下
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

スキ‐口昌

東 京・新宿駅前

力鼈島静
TEL(35)2959

八
重
洲
口
営
業
所
開
設

中
央
Ｅ
呉
服
橋
二
の
五

東
京
騨
八
重
洲
口
下
車

′鐵
鋼
ビ
ル
筋
向
イ
角

電
話
（２７
）
五
六
五
四

嶋朧 高 橋 靴 店
東 京 都 新 宿 E三 榮 町 3

電 話 四 谷 (35)1929
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エ
ヴ

ェ
ン
ス

★

　

卜
登
頂
の
報

と

話

　

と
も

に
、

ハ
ン

餘

　

卜
隊
長

の
も
と

頂

　

へ
は
、
英
女
王

登

　

か
ら
も
チ

ャ
ー

峯

　

チ
ル
首
相
か
ら

ェ
　
　
も
直
ち
に
祝
電

★
一
　

が

褒

せ

ら

れ

た
。

カ
ト

マ
ン

ズ
そ
の
他
ネ
パ
ー
ル
の
町

の

電

信

局

は
、
そ
の
後
も
祝
電

の
洪
水

に
悲
鳴
を

あ
げ
て
い
る
と
い
う
話
で
あ
る
。

こ
れ

ら
の
祝
電

の
な
か
で
、
わ
れ
わ
れ
が

一

番
さ
き

に
注
目
す
る
の
は
、
英
國
山
岳

會
が
ど
ん
な
祝
意
を
表
し
た
ろ
う
か
と

い
う
黙
で
あ
る
。
英
國
山
岳
會
軍
獨

で

な
く
英
國
山
岳
會
長
と
と
も

に
ヒ

マ
ラ

ヤ
委
員
會

の
委
員
長
を
兼

ね
る
サ
ｌ

ｏ

エ
ド
ウ
ィ
ン

・
ハ
ー
バ
ー
ド
、
こ
れ
に

王
立
地
學
協
會

の
Ｊ
ｏ
Ｍ
・
ワ
ー
デ
ィ
會

長
、
お
よ
び
英
國
山
岳
會
副
會
長

の
Ｃ
ｏ

エ
リ
オ
ッ
ト
の
三
氏
連
名
で
次

の
よ
う

な
祝
電
が
送
ら
れ
た
の
で
あ

つ
た
。

（）
”

ぴ
①
げ
”
【』
Ｏ
』
Ｏ
暉
『
『
①
の
り
０
０
”】く
①

０
０
暉
●
０
〓
∽
ｖ
略０
口
Ｏ
ヨ
・∽
”
●
●
Ｈ●
Ｏ
Ｈ目
び
①
『
∽

理
・０
０
０
い
Ｏ
Ч
Ｏ
暉

〓口①
”
『
け【０
０
”　
０
０
●
”
『‐

”
一“
【”
〓
〇
●
の
　
Ｏ
”
〓
ｐＯ
”
」
①
”
け
』①
”
一
〇
ｈ

Ｔ
〓
〓
”
『
Ч
　
”
●
働
　
、り
①
●
∽
【”
∞
　
【い
Ｏ
①
【●
叫

一Ｆ
Ｏ
』
”『
の
一
一〇
〇
０
い
Ｏ
Ｌ
①
【
口
く
①
■
ｏ
の
一
・

エ
ヴ

ェ
ン
ス
ト
遠
征
を
三
二
年
間

に

わ
た

つ
て
主
宰
し
て
末
た
営
事
者
と
し

て
は
、
案
外
冷
静
な
の
は
、
第

一
公
式

の
電
文
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

こ
れ

ら
の
祝
電
を
讀
み
な
が
ら
、
私
が
い
い

な
と
思

つ
た
の
は

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
公
の

祝
電
で
あ

っ
た
。

口
く
０
『
Ч
げ
Ｏ
●
Ч

【の
Ｏ
①
〓
”
Ｆ
台①
魚
型
ュ
Ｌ
”

一Ｆ
①
　
″コ「Ｏ
い
Ｏ
①
『
』ｄ
【
　
り
Ｑ
■
、∽
・　
　
ｄく
①
〓

Ｏ
Ｏ
●
①
。
（０
０
●
ｍ
呵
”
”暉
】”
”【〇
”
　
一０
　
く
Ｏ
“

”
〓
・リ
ド
】〓
り
・

い
か
に
も
海
軍
将
校
ら
し
い
若
さ
で
、

仲
間
の
冒
険
を
祝
福
す
る
と。
い
つ
た
氣

分
を
短

い
電
文
が
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

の
で
あ
る
。　
■
ｏ
〓

ｎ
ｏ
●
ｏ
ｌ

‐「
で
か

し
た
！
」
と
い
う
封
建
的
表
現
で
も
な

く
、
む
し
ろ

「
や

つ
た
ね
！
」
と
い
つ

て
眼
で
笑
う
よ
う
な
、
あ
の
感
じ
で
あ

る
。
若

い
隊
員
た
ち
に
は
、
さ
ぞ
か
し

ピ
タ
リ
と
末
た
表
現

で
あ

つ
た
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。×

■
ｏ
〓
Ｏ
ｏ
●
①
ｌ

と
い
う
言
葉
を
た

ま
た
ま
私
は
も
う

一
つ
印
象
深
く
記
憶

し
て
い
た
。
そ
れ
は
、

ア
ン
ナ
プ

ル
ナ

の

ヘ
ル
ツ
ォ
ー
グ
た
ち
の
登
頂
後
の

こ

と
で
あ

つ
た
。

エ
ブ

ェ
ン
ス
ト
に
く
ら

べ
て
、

ア
ン
ナ
プ

ル
ナ
の
登
頂

は
、
遭

難

と
紙

一
重

の
な
か
で
の
激
し
い
苦
闘

を
と
も
な

つ
た
も

の
だ

つ
た
。

二
萬

三

千

フ
ィ
ー
ト
の
グ

レ
ブ

ァ
ス
で
夜
を
明

し
、

二
日
二
夜
、
ろ
く
に
何
物
も
食

べ

て
い
な
い

ヘ
ル
ツ
ォ
ー
グ
ら
四
人
が
、

奇
蹟
的
に
も
第

四
キ

ャ
ン
プ

か
ら
救
援

に
末
た

シ
ヤ
ッ
ツ
に
巡
り
あ

つ
て
、
危

地
を
脱
し
た
。
大
理
石
の
よ
う

に
凍
え

て
動
く
こ
と
も
出
来
な
い

ヘ
ル
ツ
オ
ー

グ
に
シ

ヤ
ツ
ッ
エ
が
い
つ
た
。

Ｒ
く
■
０
〓
　
働
Ｏ
口
①
ｖ　
ソ
ぬ
”
暉
『
【０
０
・　
Ｈ
”、∽

Ｈ目
”
『
く
①
】』
Ｏ
暉
∽
一
こ
く
く
０
【Ｈ
　
●
０
●
①
ｌ

「
や

つ
た
ね
、

モ
ー
リ

ス
、
凄

い
ぞ
！
」

（
Ｔ
・
Ｓ
）

Well done!

ヽ

,-1j,fi,

會
津
朝
日
岳

大
白
川
―
石
伏
―
朝
日
岳

高

波
　
五
日
策

私
達
越
後
支
部
の
山
仲
間
が
昨
年
春

残
雪
の
魚
沼
駒
ケ
岳
か
ら
平
岳

，
尾
瀬

沼
を
縦
走
し
た
時
に
見
た
南
會
津
の
丸

山
岳
、
朝
日
岳
を
、
末
年
や
ろ
う
じ
や

な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
つ
て

一
年
を

築
し
み
に
過
し
た
が
、
今
年
の
四
月
末

に
小
出
の
伊
倉
氏
宅

へ
集
ま
り
計
査
を

立
て
た
と
こ
ろ
、
五
月
の
初
旬
決
行
と

き
ま
り
記
録
、
参
考
資
料
集
め
を
栃
尾

の
佐
藤
金

一
氏
に
や
つ
て
い
た
ヽ
い
た

そ
の
結
果
東
京
の
徒
歩
漢
流
會
の
川

上
氏
が
朝
日
村
の
白
澤
か
ら
入
つ
て
い

る
の
で
私
達
は
石
伏
か
ら
東
澤
に
入
る

こ
と
ヽ
な
り
、
五
月
四
日
大
白
川
丸
や

旅
館
に
集
合
し
た
ｃ
以
下
私
の
山
日
記

を
見
る
と
…
…

大
白
川
か
ら
鬼
ケ
面
―
田
子
倉

五
月
五
日
朝
四
時
起
床
、
外
は
ど
ん

よ
り
し
た
空
模
様
、
山
櫻
、
こ
ぶ
し
の

花
、
岩
か
が
み
な
ど
が
私
達
の
眼
を
慰

め
て
く
れ
る
。　
一
本
松
澤
の
残
雪
を
踏

み
じ
め
て
六
十
里
越
え
を
進
む
う
ち
に

一
時
間
足
ら
ず
で
道
は
無
く
な
り
忠
衛

門
澤

へ
の
分

岐

粘

で

″
シ
ン
ベ
イ
″

（越
後
人
が
雪
の
中
で
履
く
ヮ
ラ
靴
で

魚
沼
で
は
ブ
ッ
ペ
イ
と
い
う
）
に
四
本

ゾ
メ
を
取
付
け
忠
衛
門
を
つ
め
る
ｃ
雪

が

一
ば
い
あ
つ
た
の
で
思
つ
た
よ
り
早

く
頂
上
へ
取
付
け
た
。
雪
の
無
い
時
は

こ
の
澤
は
ブ
ッ
シ
ュ
で
登
れ
な
い
そ
う

だ
。鬼

ケ
面
山
頂
上

（
一
四
四
五
米
）
着

十
二
時
廿
分
。
浅
草
岳
、
守
門
、
毛
猛

横
山
と
近
く
の
連
山
か
ら
遠
く
飯
豊
、

谷
川
岳
連
峰
、
日
光
の
山
々
、
更
に
目

指
す
朝
日
、
丸
山
岳
は
只
見
川
の
流
れ

を
下
に
見
て
横
山
、
高
倉
山
の
前
衛
を

従
え
進
か
に
そ
び
え
立
つ
。
頂
上
で
二

時
間
、
縣
境
を
踏
出
し
鬼
ケ
面
山
東
尾

根
か
ら
只
見
澤

へ
と

一
撃
に
降
る
。
尾

根
は
廣
々
と
し
て
残
雪
多
く
快
適
な
グ

リ
セ
ー
ド
が
出
来
た
。

只
見
澤
と
只
見
川
の
出
合
に
着
い
た

の
が
五
時
、
出
合
か
ら
田
子
倉
部
落
ま

で
約
廿
分
、
道
ば
た
に
咲
く
タ
ム
シ
バ

の
白
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
紅
、
そ
し

て
河
原
柳
の
緑
が
疲
れ
た
足
を
軽
く
し

て
く
れ
た
。
六
時
に
田
子
倉
部
落
大
丸

や
旅
館
に
ジ
ン
ベ
イ
を
脱
ぐ
。

六
日
、
田
子
倉
の

一
夜
は
雨
の
中
に
明

け
た
。
宿
の
主
人
が
こ
の
部
落
も
早
け

れ
ば
末
年
の
七
月
に
は
湖
底
の
故
郷
に

な
り
ま
す
と
い
つ
て
い
た
。
と
も
角
外

は
雨
、
此
庭
に
い
る
詳
に
も
ゆ
か
ず
連

絡
し
て
あ
る
隣
部
落
石
伏
の
目
黒
宇
田

治
氏
宅
に
向
う
。
途
中
ダ

ム
建
設
地
貼

に
ダ

ム
反
封
の
ポ
ス
タ
ー
が
は
つ
て
あ

つ
て
眼
を
ひ
い
た
。
目
黒
氏
宅
に
リ

ュ

ッ
ク
を
お
ろ
す
。雨
は
依
然
止
ま
ず
、待

機
と
決
つ
て
憶
を
園
み
パ
イ

一
を
や
り

な
が
ら
、熊
狩
、
か
も
し
か
、猿
狩
の
話
。

石
伏
か
ら
東
澤
を
登
る

七
日
、
四
時
起
床
、昨
夜
末
よ
り
の
雨

も
止
み
雲
の
切
目
か
ら
朝
日
が
さ
す
。

人
夫
は
目
黒
爾
吉
（
三
七
）
、
矢
澤
賢
次

（
三
〇
）
さ
ん
と
決
定
、
四
時
半
石
伏
出

褒
、
東
澤
と
西
澤
と
の
別
れ
ま
で
は
山

道
を
行
く
。
私
達
は
東
澤
に
入
リ
ゼ
ン

マ
イ
採
り
の
踏
跡
を
頼
り
に
右
に
左
に

徒
渉
の
連
績
、
水
の
冷
い
わ
り
に
築
な

徒
渉
だ
。
権
太
郎
澤
と
本
澤
と
の
出
合

に
着
い
た
の
が
十
二
時
、
こ
ゝ
に
私
達

が
丁
度
入
つ
た
日
に
か
け
た
と
い
う
ゼ

ン
マ
イ
取
の
小
屋
が
あ
つ
た
。
こ
の
小

屋
は
五
月
中
旬
か
ら
八
月
中
旬
ま
で
か

け
て
お
き
秋
に
な
る
と
雪
に
つ
ぶ
さ
れ

る
た
め
取
こ
わ
し
て
お
く
と
の
こ
と
。

権
太
郎
澤
は
左
か
ら
、
本
澤
は
右

へ
と

入
つ
て
い
る
ｃ
本
澤
を
約

一
時
間
登
つ

て
二
本
に
別
れ
て
い
る
左
の
澤
大
モ
チ

澤
を
行
き
尾
根
に
取
付
い
た
の
が
三
時

眼
前
に
朝
日
岳
が
姿
を
見
せ
る
。
頂
上

を
や
れ
ば
出
来
る
が
時
間
は
す
で
に
四

時
近
い
の
で

一
五
〇
〇
米
附
近
の
尾
根

に
キ
ャ
ン
プ
地
を
見
付
け
今
日
の
行
程

を
終
え
る
。

朝
日
岳
主
稜
を
越
え
て
白
澤

ヘ

八
日
、
今
日
も
天
候
は
曇
天
な
が
ら

遠
望
は
雄
大
、
六
時
廿
分
キ
ャ
ン
プ
地

を
出
残
、
朝
日
主
陵
尾
根
は
や
せ
て
い

て
虎
々
は
い
松
と
石
楠
花
の
物
凄
い
ブ

ッ
シ
ュ
が
連
績
し
同
行
の
人
夫
連
中
も

″
こ
の
尾
根
は
土
地
の
者
も
通
つ
た
こ

と
が
な
い
″
と
い
う
。
切
立
つ
尾
根
を

や
つ
と
通
り
抜
け
頂
上
三
角
粘
着
が
九

時
Ｑ
ガ
ス
は
増
々
深
く
丸
山
岳
を
目
の

前
に
し
な
が
ら
末
年
決
行
す
る
事
に
し

て
休
憩
も
早
々
朝
日
村
の
自
澤
部
落
を

目
指
し

一
二
九

一
米
の
三
角
粘
か
ら
右

に
赤
倉
本
澤
の
物
凄
い
デ
ブ
リ
の
中
を

四
本
ゾ
メ
を
利
か
し
て

一
気
に
降
り
、

ヌ
マ
ノ
澤
出
合
の
ゼ
ゾ
マ
イ
小
合
に
着

い
た
の
が
十
二
時
、
白
澤
部
落
着
が

一

時
。
雲
の
切
目
か
ら
朝
日
の
主
稜
が
見

え
る
。
雪
の
世
界
か
ら
末
る
と
ブ
ナ
、

ナ
ラ
等
の
新
緑
が
美
く
し
く
黒
谷
川
、

伊
南
川
等
を
右
に
見
て
沼
田
街
道
を
ブ

ラ
リ
ブ
ラ
リ
と
石
伏
目
黒
さ
ん
宅
に
着

い
た
の
が
六
時
で
あ
つ
た
。

な
お
私
達
の
パ
ー
テ
ィ
は
左
の
通
り

で
あ
る
。

何
れ
も
越
後
支
部
員
。

隊
長
、
笠
原
藤
七
（村
松
）
、
高
波

吾
策
（土
樽
）
、
佐
藤
金

一

（栃
尾
）
、
長
崎
達
男

（妙

高
）
、
伊
倉
剛
三
（小
出
）

(6)
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本
誌
前
琥
、
瀬
名
さ
ん
の

「山
の
映

書
」
の
中
に
辻
村
の
欧
洲
ア
ル
プ
ス
の

幻
燈
菫
の
事
が
書
か
れ
て
あ
り
、
懐
奮

の
念
に
た
え
な
い
の
で
、
其
事
を
書
い

て
見
る
。

あ
の
幻
燈

（
ス
ラ
イ
ド
）
は
天
然
色

鴬
員
で
は
な
い
の
で
す
。
勿
論
あ
の
頃

に
も
オ
ー
ト
ク
ロ
ー
ム
、
其
他
の
天
然

色
撮
影
の
も
の
は
あ
り
ま
し
た
が
、
な

か
ノ
ヽ

ス
ラ
イ
ド
に
す
る
程
簡
単
容
易

な
も
の
で
は
な
く
、
且
つ
菫
の
透
明
度

が
不
足
し
て
費
用

（幻
燈
に
）
に
は
適

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

其
頃
ス
ラ
イ
ド
を
作
る

事
は
吾
々
素
人
で
も
や
つ

て
い
ま
し
た
が
、
彩
色
す

る
事
は
全
く
専
門
的
で
、

殊
に
横
濱
と
神
戸
に
は
西

洋
人
の
需
要

が

多

い

の

で
、
仲
々
優
秀
な
職
人
？

が
お
り
ま
し
た
。
あ
の
辻

村
の
ス
ラ
イ
ド
は
絶
て
彼
自
身
撮
影
の

葉
書
判
の
フ
ィ
ル
ム
か
ら
作
ら
せ
て
、

彩
色
の
具
合
は
い
ち
い
ち
こ
の
部
分
は

何
色
と
云
う
様
に
克
明
に
注
意
し
て
、

横
濱
の
江
南
と
い
う
西
洋
人
向
き
の
あ

あ
し
た
透
明
（篤
員
の
菫
）
や
ス
ラ
イ
ド

を
作
る
家
に
私
が
注
文
し
て
作
ら
せ
た

の
で
し
た
。
愛
な
事
を
書
き
ま
す
が
、

確
か

一
枚
彩
色
し
て
金
萱
園
で
は
な
か

つ
た
か
と
思
い
ま
す
が
。

（
白
黒
は
五

十
錢
？
）

近
末
イ
ー
ス
ト
マ
ン
や
日
本
の
天
然

色
フ
ィ
ル
ム
を
眺
め
て
い
る
と
、
こ
れ

も
手
で
彩
色
し
た
の
か
な
と
、
思
い
ま

ど
う
程
賓
は
昔
の
ス
ラ
イ
ド
の
彩
色
の

上
手
で
あ
つ
た
事
を
思
い
ま
す
。

近
藤
茂
吉

が

あ

の
頃
渡
英
し
た
時

に
、
日
本
製
の
彩
色
ス
ラ
イ
ド
を
英
國

の
山
岳
會
に
持

つ
て
行

つ
て
も
ら
い
、

あ
ち
ら
の
ス
ラ
イ
ド
を
交
換
し
て
も
ら

つ
た
事
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
ち
ら
で
頗

る
好
評
で
あ
り
、
あ
ち
ら
か
ら
も
ら
つ

た
白
黒
ス
ラ
イ
ド
が
何
ん
だ
か
間
の
抜

け
た
も
の
に
感
じ
た
の
は
事
賞
で
す
。

辻
村
の
こ
の
ス
ラ
イ
ド

も
、
英
國
山
岳
會
か
ら
も

ら
つ
た
ス
ラ
イ
ド
も
、
皆

ん
な
虎
門
の
事
務
所
で
戦

災
に
失
わ
れ

た

わ

け

で

す
。
辻
村
の
幻
燈
講
演
は

幾
度
所
々
方
々
、
そ
れ
こ

そ
打
つ
て
廻
つ
た
か
覺
え

ま
せ
ん
が
、
必
ず
と
云
う

程
、
其
映
篤
技
手
は
斯
く
申
す
筆
者
で

し
た
か
ら
、
暗
闇
で
は
あ
り
ま
す
が
、

瀬
名
さ
ん
と
も
同
席
し
た
わ
け
で
し
よ

う
。
因
に
其
時
の
幻
燈
機
械
は
近
藤
君

に
英
國
か
ら
買
つ
て
末
て
も
ら
つ
た
も

の
で
、
こ
れ
亦
戟
災
で
な
く
な
つ
て
い

る
の
で
す
。
何
も
か
も
淡
い
夢
の
様
な

思
い
出
に
色
あ
せ
て
末
て
ま
す
が
、
瀬

名
さ
ん
が

「
ば
ら
色
や
紅
に
輝
く
峯
々

の
姿
は
賓
在
の
山
と
は
思
わ
れ
な
い
程

美
し
か
つ
た
」
と
言
わ
れ
た
、
あ
の
色

は
年
老
い
た
私
の
目
の
底
に
も
今
も
尚

あ
ざ
や
か
に
、
彫
り
つ
け
て
い
ま
す
。

啓
蟄
の
頃
地
姦
が
穴
を
出
て
も
そ
も

そ
動
き
廻
る
様
に
平
素
至
つ
て
足
の
重

い
連
中
が
み
こ
し
を
あ
げ
て
歩
き
出
し

た
の
は
、
美
ケ
原
か
ら
和
田
峠
―
車
―

池
の
平
と
云
う
誠
に
優
雅
で
、
抒
情
的

な
道
筋
で
し
た
。
梅
雨
の
晴
間
の
隙
を

縫
つ
て
、
六
月
十
四
日
松
本
か
ら
三
反

田
石
切
橋
を
紅
て

（松
本
か
ら
櫻
清
水

迄

ハ
イ
ヤ
ー

一
菫
千
園
の
由
便
利
に
な

り
ま
し
た
）
王
ケ
鼻
に
上
り
ま
し
た
が

（嘗
日
松
本
市
観
光
課
主
催
の
撮
影
會

あ
り
）
撮
影
會
の
参
加
者
と
間
違
え
ら

れ
絶
世
の
美
人
の
モ
デ
ル
の
提
供
を
受

け
て
あ
わ
て
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
な

ど
第

一
日
か
ら
ま
る
で
爾
次
喜
多
道
中

式
の
面
白
い
場
面
を
味
わ
い
ま
し
た
。

王
ケ
頭
の
電
波
中
縫
所
の
東
側
に
今

夏
か
ら
小
屋
が

一
軒
新
設
さ
れ
開
莱
し

て
い
る
。
名
稽
は
高
原
荘
、
本
造
ト
タ

ン
葺
で
五
室

収

容

人
員
三
〇
―
四
〇

（
風
呂
、
便
所
あ
り
）
宿
泊
料
は
二
食

付
三
五
〇
―
四
〇
〇
園
、
石
切
場
櫻
清

水
茶
屋
主
人
小
澤
多
賀
男
氏
の
紅
管
。

水
場
の
遠
い
鋏
黙
は
あ
る
が
、
和
田
峠

へ
抜
け
る
に
は
足
弱
向
で
便
利
で
す
。

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
新
設
計

（天
火
付
）

の
ス
ト
ー
プ
に
心
を
残
し
つ
ゝ
山
本
小

屋
に
急
ぎ
ま
し
た
。
風
が
出
て
、
霧
が

巻
い
て
少
々
冷
え
る
。

十
五
日
は
少
し
ポ
ツ
ポ
ツ
落
ち
て
末

た
が
、
身
ご
し
ら
え
を
し
て
、
シ
オ
ク

ン
場
か
ら

一
日
散
に
和
田
峠

へ
の
起
伏

に
と
り
つ
き
ま
し
た
。
三

峰

か
ら

二

つ
、
鉢
伏
あ
た
り
を
流
し
目
に
見
て
岩

鏡
や
苔
桃
、
鈴
蘭
の
黙
綴
を
築
し
み
な

が
ら
東
餅
屋
に
下
り
ま
し
た
が
天
氣
思

わ
し
か
ら
ず

一
ま
ず
下
諏
訪
に
下
り
、

歌
の
仲
間
が
よ
く
利
用
す
る
ぎ
ん
月
に

一
泊
、
翌
十
六
日
快
晴
に
力
を
得
て
又

和
国
峠
の
振
り
出
し
に
戻
り
鷲
の
右
を

巻
い
て
八
島
池
か
ら
ジ
ャ

ベ

ル
を

訪

間
、
高
橋
氏
不
在
な
る
も
母
堂
、
夫
人

に
カ
メ
ラ
を
向
け
た
り
し
て
小
憩
。
す

つ
か
り
氣
分
を
よ
く
し
て

一
気
に
車
を

越
え
、
日
の
下
蓼
科
大
池
に
馳
け
下
り

ま
し
た
。
雷
か
ら
渡
舟

（賃
二
〇
園
）

で
蓼
科
山
寮
に
入
り
、
神
谷
さ
ん
直
博

の
快
晴
感
謝
の
祝
盃
を
基
げ
ま
し
た
。

歩
く
の
は
手
段
で
こ
れ
が
目
的
だ
つ
た

の
か
も
分
り
ま
せ
ん
。
十
七
日
は
中
位

の
天
氣
で
平
地
行
進
が
適
官
と
考
え
樽

ケ
澤
鍍
泉
か
ら
蓼
科
牧
場
に
寺
島
父
養

氏
を
訪
間
、
入
牧
し
た
ば
か
り
の
牛
や

馬
を
前
景
に
蓼
科
北
面
の
残
雪

一
條
を

カ
メ
ラ
に
納
め
牧
歌
的
だ
と
か
何
と
か

と
悦
に
入
つ
て
大
愛
な
御
機
嫌
な
の
で

す
か
ら
全
く
甘
い
も
の
で
す
。

此
庭
で
も
ベ
ン
キ
塗
り
の
バ
ン
ガ
ロ

ー
が
六
棟
新
設
さ
れ
四
畳
半

一
日
使
用

料
四
〇
〇
園
毛
布
三
〇
園
ラ
ン
プ
三
〇

園

（照
會
は
北
佐
久
郡
首
田
村
同
牧
場

事
務
所
宛
）
の
由
、
池
の
平
に
新
設
さ

れ
て
い
る
君
待
荘
と
共
に
蓼
科
が
少
々

苦
笑
い
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
番
小
屋
か
ら
丼
天
神
、
南

平
と
ノ
ン
ビ
リ
歩
い
て
燈
の
入
る
頃
山

寮
婦
着
。
丁
度
六
月
十
六
日
附
の
信
濃

毎
日
に
信
大
助
教
授
小
林
國
夫
氏
の
美

ケ
原
は
火
山
で
は
な
い
と
云
う
注
目
す

べ
き
論
文
の
載
つ
て
い
る
の
を
褒
見
む

さ
ぼ
り
讀
み
ま
し
た
。

十
八
日
大
雨
、
裏
山
の
鈴
蘭
群
落
圃

に
立
寄
り
芳
香
に
鼻
を
う
ご
め
か
し
な

が
ら
、
無
人
の
交
野
氏
小
屋
を
見
廻
り

オ
ル
ゴ
ー
ル
を

一
寸
か
け
さ
せ
て
貰

つ

て
、
又
鍵
を
か
け
て
出
て
末
ま
し
た
。

交
野
さ
ん
の
居
ら
れ
な
い
池
の
平
は
玉

の
盃
の
底
な
き
如
き
感
じ
が
し
ま
す
。

掃
る
と
東
京
も
ひ
ど
い
雨
で
し
た
。
山

岳
會
に
入
れ
て
頂
い
て
、
こ
れ
が
庭
女

通
信
で
御
座
い
ま
す
。

（
Ｇ
Ｅ
Ｎ
）

梅
雨
こ
め
て
野
の
花
あ
ま
た
咲
く
あ

わ
れ

大
江
川
渥
原
　
沼
山
峠

坂

倉

登
喜
子

大
清
水
か
ら
三
平
峠

へ
の
登
路
に
は

一
ノ
瀬
小
屋
が
新
設
さ
れ
、
縣
で
作

つ

た

一
杯
清
水
の
水
場
や
、
立
派
な
指
導

標
等
完
備
し
て
、
神
苑
尾
瀬

へ
の
道
は

限
り
な
く
好
ま
し
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
勾
い
こ
ぶ
し
や
む
ら
さ
き
や
し
お

等
の
群
れ
る
三
平
峠
の
登
り
迄
、
出
迎

え
て
く
れ
た
長
英
さ
ん
と
は
、
五
年
振

り
の
再
會
を
し
た
。

そ
の
内
の

一
日
を
私
は
長
蔵
小
屋
か

ら
大
江
川
瀑
原
の
小
規
模
な
が
ら
経
つ

た
風
物
を
縫
つ
て
、
沼
山
峠

へ
登
つ
て

見
ま
し
た
。
ま
だ
見
ぬ
檜
枝
岐
村

へ
越

え
る
峠
迄
は
小
屋
か
ら
約
四
〇
分
、
水

芭
蕉
、
し
よ
う
じ
よ
う
ば
か
ま
、
ひ
め

し
や
く
な
げ
、
立
山
り
ん
ど
う
、
い
わ

か
ゞ
み
等
の
群
落
で
埋
め
ら
れ
、
水
芭

蕉
を
前
景
に
し
た
隧
岳
の
姿
は
こ
の
附

近
で
は
最
も
優
れ
た
風
景
で
し
た
。

辻村の幻燈

高 野 鷹 蔵

高

原

深

府 杉 見 緑

川 山 學

裕 孝 玄
会 員 通 信

(7)
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本書は山岳研究スイス財国の編集になる遠征・ アルビニ

ズム・ 科學 という副題がついている。第 5巻はウイス 0デ

ュナントが指揮したヵンチのネパール側の山々 に 登 つ た

1949年 の記録が 80頁 をしめ,1934年 のポーランドのアン

デス,1949年 のネパールヒマラヤをさぐつたアーノル ド・

ハイム,ヒ マラヤ登攀史 ●マルセル・ クルツ 01949年の山

岳界展望などを敗めている。この叢書は 1946年 に第 1巻

を出してから毎年刊行されている。第 7巻は ドイツでも出

版 され,第 8巻 は本年アメリヵからも出版 される。新しい

アルパイン・ ジャーナルというところ。なおフランス語版

がある由であるが詳らかにしない。一般的というよりは研

究的である。スイスのことはよくわからないが,山の本も

なかなか出ているようで,下記のものが廣告にある。

*Longsta任 , 
′
rO]田t: Ein .Alpinist in aller Welt.

Zurich:0)rell Fttssli,1951S.285,29 1Bildtaf。  15

Kiarteno Ln I).M.18.50

いわずと知れた ThiS my VOyageの 獨詳。

*Albert Heiln:Leben und Forschungo von Marie

Brocklnann― Jerosch, Arnold und Helene HeiI11

Basel:Wepf&Co。 1952,S.268。 1l Abb。 15 Taf

Ln DoM.17。 80

アルプスの碩學ハイム教授 (1865～ 1952)の博記。アー

ノル ド教授の父君。

*(G.raber, Alfred: Ihr iBerge strahlend l〔 Jnvergang

licho Zurich:0)rell Fussli S。 225.16 Bild.Ln。

I:)。 M. 16.25

詩人の筆になるアルペンの讃歌のようだ。ォーンルはモ

ルゲンターラーの本を出していたところだから,同 じよう

な香 り高いものかも知れない。

*iErtl, IⅢ王ans: iBergvagabunden.Munchen Nymphe_

nburger。  1952。 Se 272. 29 photoo I).M. 10。 80

戦前に一度出た再刊。グリープランド,ヒ マラヤ,ア ン

プス,ア ルプス行方イ皇記。リックマースはケーキの中の杏子

ばかり集めたような本だといつている。短文集。

*Harrer,Heinrich:Sieben Jahre in Tibere Verlag

Ullstein. 1952。  S. 264. ]Bilder, 8 Farbrafeln, 1

Karte.Lne I)。 M。 16.50                ・

アイガー北壁の初攀者ハーラーのヒマラヤ逃走後アウフ

シュナイターとともに西蔵ラッサにいた 《ダライラマの官

殿でのわが生活》 と副題がついている。なおこの本屋から

アンナプルナの獨評本が出ている。

*]Lukan, Karl: Kleiner Mensch auf grossen iBer‐

gen. salzbこ rg: Bergland― BIch 1952。  S。  236,

40′Ilaf。 7 Zeich iLne I)。 M。 14。 50

*]Bauer, Paul: :K:ampf uln den l・ IilnalajaO Munc‐

hen: ]Knorru. Hirth. 1952。  S。 218 14A、 bb.I).

M. 6.80

戦前の版 よりも若千増補されているらしい。

*:Leo Madusceka: Junger Mensch in■ Gebirg Mu_

nchen:Richard Fflaum。 4 Auf S.240.37 Blld.

I)。 M。  9。 80

戦前に出たもので 4版が出た。編集はシュミットクゾツ,

岩登 りの不世出の達人の文集。なおアルマンの高山征服や

小説などがあるが,見 もしないで書かでもの記はこのくら

いて卜・。・・・。

〔註〕 Lnは麻装,DoM.(ド イチヱ,マ ルク)1マ ルタ

は約 100園。

〕図
引書
畔紹
国今Ⅷ

近

藤

　

等

著

ヒ
　
　
マ
　
　
一フ
　
　
ヤ
　
・

Ｂ
５
版
二
〇
六
頁
　
篤
員
四
〇
葉

四
五
〇
回
　
　
朋
　
　
文
　
　
堂

著
者
は
本
書
の
「
あ
と
が
き
」
で
『
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
概
念
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
登

山
の
歴
史
を
紹
介
し
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ

の
理
解
を
深
め
て
い

た
ゞ
き
た
い
と
い

う
』
希
望
の
下
に
本
書
を
刊
行
し
た
と

か
い
て
い
る
。
著
者
の
意
固
は
あ
る
程

度
に
達
せ
ら
れ
た
と
思
う
が
、
も
し
再

版
の
機
會
が
あ
れ
ば
是
非
訂
正
し
て
ほ

し
い
箇
所
が
多
少
は
あ
る
。

０
最
初
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
概
念
の
所
で
著

者
は
詳
細
な
地
理
的
説
明
を
避
け
、
手

ぎ
わ
よ
く
概
述
さ
れ
て
い
る
の
は
結
構

だ
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
が
西
北
進
し
て

カ
ラ
コ
ラ
ム
と
な
り
更
に
西

へ
延
び
て

パ
ン
デ
ャ
ブ

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
な
る
よ
う

に
か
い
て
い
る
（４６
頁
）
。
併
し
地
固
を

見
れ
ば
わ
か
る
通
リ
カ
ラ
コ
ラ
ム
は
イ

ン
ダ

ス
河
の
北
側
に
あ
り
今
日
で
は
別

個
の
山
脈
と
し
て
扱
う
方
が
普
通
で
、

カ
ラ
コ
ラ
ム
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
云
う
表
現

は
、

コ
ン
ウ
ェ
イ
時
代
な
ら
い
ざ
し
ら

ず
今
日
で
は
用
い
ら
れ
な
い
。
ま
た
カ

ラ
コ
ラ
ム
の
西
に
ナ
ゾ
ガ

・
パ
ル
バ
ッ

ト
が
つ
ゞ
く
よ
う
な
説
明
は
正
し
い
と

は
云
え
な
い
。

４３
頁
の
地
固
で
Ｋ
２
の

方
が
ナ
ゾ
ガ
よ
り
南
に
位
置
し
て
い
る

こ
と
も
訂
正
を
要
す
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
地
誌
は
木
暮
さ
ん
は
じ

め
多
く
の
人
が
使
用
し
た
バ
ラ
ー
ド
の

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
地
理

・
地
質
概
略
』
が

今
日
で
も
ま
だ
基
本
と
さ
れ
て
い
る
。

従
つ
て
そ
れ
に
基
づ
い
て
説
明
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
著
者
は
勿
論
群
書
を

締
讀
さ
れ
た
ろ
う
が
、
バ
ラ
ー
ド
を
今

一
度
熟
讀
し
て
足
ら
ざ
る
を
補
つ
て
ほ

し
い
。

０
４７
頁
の
エ
ヴ

ェ
ン
ス
ト
の
高
度
は
今

日
迄
公
認
さ
れ
て
い
る
二
九
〇
〇
二
吠

の
換
算
値
八
八
四
〇
米
を
と
る
べ
き
で

八
八
八
四
米
を
説
明
な
く
か
ヽ
げ
た
こ

と
は
不
適
営
だ
ｃ

Ｏ
ド
ー
ラ
ギ
リ
の
綴
り
は

∪
Ｆ
”
Ｌ
”
”
【‥

『
い　
か
　
一∪
Ｆ
”
Ｏ
】”
”
【■
【
（
ロ
ン
がグ
ス
タ
フ

の
著
書
）
だ
か
ら
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
又
は

ダ
オ
ラ
ギ
リ
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
（
エ
ル
ゾ
ー
グ

は
ド
ー
ラ
ギ

リ
を
と
つ
て
い
る
由
。）

０

エ
ジ

ェ
ン
ス
ト
第
五
次
遠
征
と
い
う

の
が

一
九
二
四
年
に
行
わ
れ
た
記
述
が

あ
る
が
（
・２５
頁
）
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
も
そ
の
時
の
隊
員

シ
プ
ト

ン
、
テ
ィ
ル
マ
ン
は
、
同
じ
年
の
大
證

同
じ
時
に
ナ
ン
ダ

・
デ
ブ
ィ
ヘ
入
つ
て

い
る
こ
と
が
本
書
の
で
頁
に
か
い
て
あ

る
。
い
く
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ジ

ェ
テ
ラ
ン

で
も
同

一
人
が
同
じ
時
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

別
の
山
域
で
行
動
し
て
い
る
こ
と
は
お

か
し
い
。
年
琥
の
違
い
は
、

５２
頁
に
も

み
ら
れ
る
。

以
上
は
細
か
い
こ
と
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
理
上
の

又
は
歴
史
上
の
知
識
で
は
こ
の
よ
う
な

間
違
は
ど
う
で
も
い
ヽ
と
は
つ
て
お
い

て
は
い
け
な
い
の
で
敢
て
指
摘
し
た
ｃ

次
に
本
書
に
挿
入
さ
れ
た
鳥
興
に
つ

い
て

一
言
す
る
。
篤
員
は

マ
ナ
ス
ル
ウ

の
も
含
め
て
、
各
国
の
遠
征
隊
が
肝
末

し
た
見
事
な
も
の
ば
か
り
で
、
ま
た
印

刷
も
上
出
来
だ
。

撮
影
者
名
は
と
も
角
何
國
の
遠
征
隊

に
よ
つ
て
撮
影
さ
れ
た
か
の
説
明
位
つ

け
る
の
が
、
先
人
に
封
す
る
祖
儀
と
思

う
が

ど
う
だ
ろ
う
。
し
か
も
本
書
の
生

命
が
四
十
枚
の
篤
員
に
半
ば
以
上
か
ゝ

つ
て
い
る
か
ら
に
は
、
こ
の
こ
と
は
尚

(8)
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|‖‖‖‖‖‖l‖ |‖‖‖‖|‖‖|‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖l‖‖‖‖‖‖|‖‖‖‖‖‖l‖‖‖‖‖‖l

ドイ ツ語 系 の 山 の本 (2)

諏 訪 田 榮 蔵

|‖ ‖H‖ ‖|‖‖‖‖‖|‖‖‖‖l‖‖‖|‖ ‖|‖‖‖‖‖‖‖|‖ H‖ ‖‖‖‖‖‖|‖‖‖‖‖‖‖l‖‖‖‖‖‖‖‖

會報 164琥 につづいて,筆 者が手にしたもの (§ )と 新刊

とをお知らせしよう。

§一Dyhrenfurt'■ ,:D。 ()。 ,: Zビ n■ dritten P01. I)ie Ach‐

ttausender der Erde. 1、 4unc'■ en Nylnphenburger.

1952.S286.48′ raf.GL.I)。 4ゝ.24。 00

デ ィンンフル ト教授は 1930,1934年 にカンチとカラコ

ラムに遠征した人。本書は 26,000吠 (7925m)以 上の山

山の登攀を封照とした研究書である。内容は16章 に分れ ,

8000m級の 1951年 までの遠征を含み,封象とした山は

13座で,山名と標高問題,登攀史,H子末の可能性 と最終の

見透 しと地質ノートについて論 じている。といつても,マ

ナスルやマカルーのように手がけられていない山に封する

記述は少ぃ。7000m峯 登頂表 と文献 (209粘・ 地固 15黙 )

索引がつきガ ッチリしている。鳥員は主として航空篤員が

選ばれ,版 も大きく製版 もよいので研究用としては貴重な

文献である。

§_schatz, J.J。 ,: Heiliger iHilnalayao Mdnchen:F.

Brucklnann。  1952,S. 120]De M。  22.80

副題に人々と山々,神々,精軍 と悪魔 としてある。篤員

帖 とァンソロジー,や はり 8000mが 主で,天然色篤員は

8葉 で山のすばらしいものはない。普通篤員 76葉 も見た

ものが多いが大版なので鮮明で美しい。

「アルプスの美しさは静かだが,ヒ マラヤは座倒的に片ヒ巖

で,私は神々の御座の前に立つた蟻だ」とウィス・ デュナ

ント博士の言葉などがある。

§一Hartn■ann,Hans: :Das]Kantschtagebuch. Lon‐

don:Ed・ward A.rnold,P1433S6d

1931年 バウアーとともにカンチに見参したハル トマンの

日記で,1934年 ミュゾヘンのケェゼルから出版されたのが

原典。本書はアーノル ド (ラ ウンド0カ ンチなどを出した

本屋)の モダゾ 0ジ ヤーマン 0シ リーズのシニアー級の ド

イツ語教科書というのが愛つている。編集はグルンデ ィ氏

である。原典は 6月 30日 から9月 27日 まで 151頁 だが ,

本書は 10章 にわけられ 7月 3日 から9月 27日 までを 92頁

にダイジェストしている。本文にも脚註があるが,學習欄

はA問題・ 補遺などがあげられ,Bは 英文獨評 0文法愛化

などがある (93～ 112頁 )語彙 (113～ 143頁 )がついてい

る。英語學習者のドイツ語學習の手頃な (ま た山登 りの見

方も相営入つている)テキス トと思 う。挿菫あり。

§―Eidenschink,C)tto:Richtiges iBergsteigeno Mu‐

nchen:Brucklnann。  1951.S。 224.]D.M. 6。 80

著者はガルミッシュの山案内人。岩 と氷の技術と一般登

山術で,そ う新しいことも書いてないが,要領はよいっ

§一GrOb,Schmaderer und Paidar:Zwischen Kan‐

tsch und Tiber. Minchen: Brucklnann 1950。
′
S.

143. I).M。  12。 80

1937年のシニォルチ第二登 と 1939年 のテントピーク初

登頂などカンチ周邊の山々を登つた篤員記録 (100頁 )と

日記 40頁。いかにも鮮明な篤員は見とれるばか り。天然

色でないのが残念っ

§一Hrsgo S.SoA.F.,:Berge der Welt.Bd.5.1950

Bern.verbandsdruckereio S。 256。 Swo fr.22。 50

大
切
で
あ
る
筈
だ
。

著
者
は

『本
書
を
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
の

入
門
書
と
し
て
い
た
ゞ
け
れ
ば
望
外
の

幸
』
と
い
う
こ
と
も
書
い
て
い
る
が
、

入
門
書
と
い
う
も
の
が
、
そ
れ
を
上
壼

と
し
て
更
に
研
究
を
推
進
し
得
ら
れ
る

も
の
と
解
す
る
な
ら
、
本
書
は
甚
だ
し

く
不
親
切
だ
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

つ
ま
り
本
書
の
讀
者
が
、
こ
の
ま
ゝ
で

は
更
に
何
を
讀
み
、
何
に
基
い
て
更
に

研
究
を
進
め
る
か
は
全
く
示
さ
れ
て
な

い
か
ら
で
あ
る
。
若
し
著
者
に
そ
の
希

望
が
あ
る
な
ら
せ
め
て
基
本
的
な
ヒ
マ

ラ
ヤ
文
献
の
数
種
、
十
数
種
位
で
も
撃

げ
て
お
く
べ
き
で
は
な
か
つ
た
か
。

以
上
の
諸
粘
が
或
る
程
度
訂
正
さ
れ

る
な
ら
、
外
国
文
献
を

一
つ
一
つ
購
讀

す
る
餘
裕
の
な
い
人
々
に
と
つ
て
は
、

す
ぐ
れ
た
篤
員
の
複
製
と
相
俊
つ
て
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
の
新
ら
し
い
概
述
書
と

な
ろ
う
し
、
入
門
書
と
し
て
も
推
薦
し

得
る
で
あ
ろ
う
。

（望
月
達
夫
）

酒
井
菊
雄
著

山

と

ヵ

メ

ラ

Ｂ
　
６
　
版
　
一
八
〇
頁

篤
興
八
〇
葉
　
二
八
〇
園

明
　
玄
　
童
日　
房

八
ミ
リ
、
十
六
ミ
リ
山
岳
映
菫
の
製

作
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
著
者
が
、

映
菫
撮
影
の
合
間
に
撮
つ
た
と
い
う
八

〇
葉
の
篤
員
を
主
と
し
、
そ
れ
に
撮
影

行
の
簡
単
な
紀
行
を
つ
け
た
の
が
こ
の

書
だ
が
、「
が
つ
ち
り
と
山
と
取
組
む
と

か
、
採
光
、
構
固
に
注
意
を
排
つ
て
得

た
と
い
う
風
な
も
の
で
は
な
く
、
軍
な

る
記
録
に
過
ぎ
な
い
も
の
」
だ
と
序
文

で
著
者
が
こ
と
わ
つ
て
い
る
如
く
、
映

菫
か
ら
受
け
る
ほ
ど
の
感
銘
の
な
い
の

は
惜
し
い
。

製
版
技
術
と
レ
イ
ア
ウ
ト
に
も
う
少

し
意
を
用
い
た
な
ら
ば
こ
の
書
の
生
命

と
も
い
う
べ
き
篤
員
は
も
つ
と
精
彩
を

放
つ
た
で
あ
ろ
う
。
立
派
な
山
岳
篤
員

集
が
粁
末
こ
の
著
者
に
よ
つ
て
作
ら
れ

ん
こ
と
を
切
望
す
る
。
　

　

　

（
Ｐ
）

岡
田
喜
秋
著

こ

こ
ろ

の
山

こ
こ
ろ
の
旅

Ｂ

６

版
　
二
四
八
頁

篤
員
七
葉
　
二
六
〇
園

千

代

田

書

院

高
校
を
松
本
で
、
大
学
を
仙
壼
で
と

學
間
で
な
く
山
に
よ
つ
て
學
校
を
選
ん

だ
こ
の
若
い
著
者
の
清
純
で
蟻
烈
な
山

と
高
原
に
封
す
る
憧
れ
、
そ
し
て
郷
愁

が
こ
の
書
の
支
柱
を
な
し
て
い
る
ｃ

題
名
の
如
く
登
山
記
で
も
な
け
れ
ば

従
来
の
如
き
紀
行
で
も
な
い
。

「山
と

い
う
形
象
に
心
を
託
し
、
山
を
通
じ
、

自
然
を
通
じ
」
て
著
者
の
心
の
欲
求
を

語
つ
て
い
る
。
著
者
が
望
ん
で
い
る
如

く
山
や
旅
を
こ
と
さ
ら
愛
し
な
い
者
に

も
、
戦
後
の

一
青
年
の
自
然
に
封
す
る

限
り
な
い
愛
情
が

一
讀
し
て
理
解
さ
れ

る
だ
ろ
う
ｃ

し
な
の
、
み
ち
の
く
、
巻
間
望
岳
、

こ
こ
ろ
の
遍
歴
、
山
と
旅
と
人
間
と
の

四
部
に
分
れ
て
い
る
が
、
ど
の
部
分
に

も
青
年
ら
し
い
清
新
さ
と
感
傷
と
が
流

れ
て
い
て
微
笑
ま
し
い
。

河
上
徹
太
郎
氏
が
序
文
を
寄
せ
て
旅

を
新
し
い
人
生
探
求
の

一
つ
の
角
度
に

し
た
い
と
い
う
の
が
著
者
の
理
想
主
義

的
な
信
念
だ
と
ズ
つ
て
い
る
こ
と
も
肯

け
る
。
山
だ
け
に
つ
い
て
云
え
ば
少
し

物
足
り
な
い
粘
も
あ
る
が

一
風
愛

つ
た

山
の
本
と
し
て
紹
介
し
て
お
く

（
公
）

(9)



近頃英国で出版された山の本

(5)田 邊 主 計

一一一一George Seavier: Francis Younghusband, K.C.
S.I.,IKoC.I.E。 1863-1942
Explorer and Mystic
ppo xi-391.13 illus。 4 1naps.

John Murray, 195325/―
166琥に豫告した此の本は五月下旬に到着した。満洲か

ら中央アジア,パ ミールからヒマラヤの初期の旅行,軍人

として,外交官として,地理・ 自然科學の研究家 として,

宗教哲學者 として,更に,エ ダエンスト遠征については忘

れられない重要な人 としてサア・ フランシスの豊富な一生

は 25章に渉つて詳細に記されている。シイブア博士は多

くの資料を集め,そ れらをしてヤングハズバンド自身を語

らしめる方法をとつた。彼の身近の事柄の多 くが奎表され

ているが,著者が特に Mysticと ぃう傍題を付したように

ヤングハズバンドの World Congress of Faithの 宗教

運動,彼の心 うち深 く奎展した「神秘な精神」の説明には

このように彼の身に近づ く事が必要である。第22章 (17頁 )

ヤ́]:(I｀he Royal(Geographical Society and Everest
ExpeditiOns.地 固は Longstaf夫 人の手になる。
一一一―W.H.Murray: Tl■e Story of iEverest 24 pages

of photose 14 sketch― Inaps.

]E)ent, 195315/一

エヴエンス トを東西南北から, 又褒見の最初から 1952

年のスイス隊の登山に至るまでの歴史を記述,著者マリは

1950年 のガルワル・ ヒマラヤヘのスマットランド・ パアテ

イのリイダーであり,1951年 のエブエンス トにはシプトン

と同行している。(「 山岳」第 46。 7年参照)。 今春刊行,も
うぢき到着する。
一一一―ThoコnasヽVeir:  ′rhe Ultilnate Mountains 80

photos.Cassell,195321/―

ウイアはマ リの 1950年 ガルワル・ クマオン●エクスピ

デイションに加つているから,そ の時の事など記したもの

であろう。
一一一―Fo SpencerChapman:Living iDangerously 11lus。

Chatto&Widus,195312/6
危険に満ちたかずかずの旅行記。グリーンランド,ヒ マ

ラヤ,マ ライの密林などでのっさきに “The Jungle is
NeutraP'を 著したが,ア ルパイン・ ジァナル (NO.278,
May 1949)に 「 日本軍占領下のマライ半島旅行」を寄稿
している。travelSと いうが密林でのグリラ戦であつて,

あらゆる危険を冒し,病氣と戟い,一度は日本軍に捕えら

れるが,脱走する。よく生きているものだと自分を疑 う程

冒険に不死身になる。

なお,ア ルパイン・ ジアナルの No.271(Nov。 1945)の

Frank Smytheの 書いた追悼文によつて Peter 01iver
の Burmaで 戦死している事を知つた。36歳 オリブァは
1936年 のエヴエンス トに参加した人である。會報 163琥 に

私は「エブエンス トのテンドルプ」と題してオ リダァがつ

れて行つた犬の話をかいたが,そ の時はあいにくまだこの

追悼文を讀んでいなかつた。“Everest,the Uninished
Adventure'' にある隊員の肖像のスケッチはオリブァの

菫いたものである。
―一一‐Willian■ 0。 lDouglas:Beyond the High Hilnalayas

Gollancz 16■

ドグラスはアメリヵの大審院の判事。夏の体暇を中央ア

ジアの旅行にすごした。この本には1951年 の Hindukush

(Gilgitへ )Karakorum (Ladakへ)と の二つの旅行

168

を記しているが,後者では 17,000 ftに 達する数々の峠を
越え,240哩の旅を績けたのは,こ の年輩のしかも肺に欲
陥のある人にとつては,な かなかの事であつたろうと書評
にあつた。この旅行は一つには政治の方の用もあつたが,

同氏はスマイスの ``The Vaney of Flowers''を 讀んで
この旅への誘いを感じたのだと書いている。(こ の本は 16/―

880園位だが同じアメリカ版は倍以上する。アンナプルナ

(ヘルツォグ)も イギリス版はアメリカ版の半値。第一,

アメリカの活字は何だか品位がなくて私は好まない。
一――Clair Elian Engel:They came tO theI¨Iills.Allen

&Unwin,195221/一

著名な登山家を選んだ 17のエ ッセィからなる。例えば
Meijeの 征服者 BOileau de CaStelnauの 研究など, フ
ランスの人々についての研究の方がイギリスのそれらより
も優れている。これらの登山家の友人や末孫から親しく集
めた新しい資料は Alpine Literatureに Welcome add―
itiOnで ある, と書評にあつた。それから會報 151琥 に書

名だけを記した同博士の A History of Mountaineer―
ing in the Alpso pp.296。 illus.Anen&Unwin,1950
21/― については Graham Brownが アルパイン,ジ アナ
ル (No。 282,May 1951)に 詳しい書評を出している。
―一一アルプスについての文献に廣汎な知識を有し,そ の登

山史に開して熱心な研究を績けている Mlle Engelの こ

の本は並々ならぬ分作である。彼女獨自の考え,彼女自ら
の好みを勇敢にその研究に披涯した事によつて,獨特の新
鮮な登山史を生んだ, と評しているが,一 方事費に相違の

粘 (中 には印刷上の間違いかと思われるものもあるが)多
いのを遺感としている。彼は多くの誤 りを指摘して再版に

於て訂正される事を望んでいる。 (フ ランス版ではいろい

ろ訂正を行つたという事である)。 18章 のうち第 7章 (30

頁)は The Alpれe Clubに ついて第 12章 (20頁 )は
Mountains and Literatureに ついて, 巻末の BibliOg―

raphyで 1676～1947年 間の文献約350を 年代順に掲げて

いる。又,第 11章 の「戟時中のアルプス」は人々に注目

された。Smytheの 序文がついている。Mlle Engel の

``I′ a:Litterature Alpestre en France et en Anglet―

erre"(2 vols。)は French Academyの 賞を興えられて

いる。
一一一一Katherine 01dェ ]neado・ w: Under tl■e Mountain
Cassel1 7/6

Trin ll歳 ,Sarah 13歳,Gay 6歳 の二人の子供が,休暇

をスウィツァランドで過ごす間の「冒険」を築しく述べた

ものというのだが,ど うもこういう本は讀んで見たくなる。

一
つhilip―Stanford .Autl■entic Reference■ 4aps

Sヽwitzerland, India, New Zealand,Clanada など,

せいぜい山の多い國のを,ひ まに眺めている と榮 しいっ

Switzerlandは 1:500,000 scaleで 戦前にあつた PhiHpS'

Authentic lmperial MapS の 1:578,000 よりも見易

い。丸善に澤山末ている。値 195園 っ

一
Who′s Who(Adaln and Charles Black刊 )

これは山の本ではなく,人名録であるけれども,私はこ
の本から山や探険に関係のある人々を多く篤しとつた。死
去した人々は除かれるから,WhO waS WhOも 必要であ
る。 これは V01.I,1897-1915;Vol.I, 1916-28;
Vol.Ⅲ ,1929-40;Vol.Iv,1941-50と 出ている。定慣
が 5傍位だから一人で買いにくく,私は 2,3年 前のあいて
いるのを友人から借 りて見ている。

これらの山の本のうち,い くつかは丸善に末ている。丸
善の中村春太郎氏は山の本もよく氣をつけていて,店用と
して目ばしいものは取よせているが,部教が少ない事もあ
るので,私はそれを待たずに注文している。以前,丸善に
は風月堂の喫茶室があつて,買 つた本などを,そ こですく

゛

開けて見たりしたものだつたが,今 またこの風月堂が三階
に店を開いている。

( 10 )
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ふＷ
　
れは鵬課ド嘲純醜

證
か
ら
連
合
加
盟
圏

證
に
封
し
て
遠
征
に

登
山
口
證
國
際
連
合

（Ｕ
・Ｉ
・Ａ
・Ａ
）

一
九

三
二
年
度
線
會
の
概
要

一
、
九
月
七
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ゼ

ル

・
ア
ム
・
ゼ
ー
に
開
ら
か
れ
た
絶
會

は
、
カ
ナ
ダ
山
岳
會
及
び
英
國
登
山
評

議
會
代
表

エ
グ
モ
ン
ド

・
ダ
ル
シ
ス
氏

議
長
の
下
に
、
二
十

一
國
か
ら
二
十
六

圏
證
の
代
表
が
集
つ
た
。

二
、
主
な
決
議
事
項
は

１
山
岳
映
菫
　
ａ
山
岳
映
重
の
作
成

―
慎
重
研
究
の
こ
と
。
ｂ
登
山
を

主
題
と
す
る
現
存
映
豊
の
カ
タ
ロ

グ
作
成
―
加
盟
圏
證
に
照
會
し
て

回
答
を
集
鉄
す
る
こ
と
。

２
ス
キ
ー
地
固
用
記
琥
―
本
線
會
採

用
の
も
の
を
各
方
面
に
採
用
方
を

動
め
る
こ
と
。

３
ス
キ
ー
ル
ー
ト
に
於
け
る
雪
崩
の

危
険
―
ス
イ
ス
山
岳
會
で
は
十
五

年
末
研
究
を
つ
ゞ
け
て
い
る
が
未

だ
満
足
な
解
決
方
法
が
見
つ
か
ら

な
い
。
常
設
事
務
局
で
研
究
し
具

證
案
を
絶
會
に
提
出
す
る
こ
と
。

４
ザ
イ
ル
ー
既
存
の
國
際
委
員
會
の

中
間
報
告
を
聞
く
。

更

に
研

究

（特
に
ナ
イ
ロ
ン
製
ザ
イ
ル
に
つ

い
て
）
を
つ
ゞ
け
る
こ
と
。

５
山
に
於
け
る
災
難
救
助
―
関
連
問

題
研
究
の
篤
め
国
際
委
員
會
を
設
置
す

よ
つ
て
得
た
経
験
及
び
結
果
を
詳
細
通

報
し
、
持
末
の
計
菫
立
案
に
資
す
る
様

に
し
た
い
と
の
希
望
を
表
明
し
た
。

四
、

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ゾ
の
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
問
題
に
つ
き
、
ス
イ
ス
政
府
は
ス

イ
ス
側
に
一愛
更
を
加
え
た
り
建
設
し
た

り
す
る
こ
と
に
反
封
の
旨
決
定
し
た
こ

と
を
議
長
か
ら
披
露
し
、
本
件
反
封
の

馬
め
に
設
け
た
特
別
委
員
會
は
大
い
に

努
力
し
て
昨
年
中
に
九
萬
人
の
反
封
署

名
を
集
め
た
。
世
界
中
に
接
ま
つ
た
反

封
と
イ
タ
リ
ア
側
現
地
附
近
住
民
の
反

封
と
に
鑑
み
、
イ
タ
リ
ア
政
府
も
ス
イ

ス
同
様
の
決
定
を
す
べ
き
も
の
と
信
ず

る
旨
議
長
か
ら
述
べ
た
。

五
、
次
回
は

一
九
五
三
年
夏
ギ
リ
シ

ャ
で
開
催
に
決
定
。　
　
ａ日
高
記
）

★
東
京
支
部
か
ら

六
月
二
十

一
日
　
午
後
よ
り
小
雨
煙

る
伊
東
郊
外
の
東
芝
三
宣
園
で
、
東
京

支
部
理
事
及
評
議
員
合
同
役
員
懇
談
會

を
催
し
た
。
先
食
の
杉
本
、
神
谷
、
野

田
、
金
坂
、
廣
羽
、
野
澤
諸
氏
に
伊
東

の
近
藤
聰
子
さ
ん
を
誘
つ
て
川
森
さ
ん

も
出
席
、
今
井
、
坂
倉
、
村
井
女
史
も

か
け
つ
け
て
、
東
京
の
女
流
ど
こ
ろ

一

堂
に
集
り
、
な
ご
や
か
な
裡
に
種
々
懇

談
の
後

一
泊
し
て
、
翌
朝
解
散
し
た
。

六
月
二
十
七
日
　
山
岳
會
ル
ー
ム
二

階
で
婦
人
の
つ
ど
い
を
催
し
た
。

営
夜
は
村
井
、
川
森
雨
女
史
を
回
ん

ス
υ
ン
」
し
Ｃ
。

三
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠

征
に
開
す
る
詳
報
入

手
の
困
難
を
換
太
利

山
岳
會
代
表
が
指
摘

で
、
「夏
山

へ
の
準
備
に
つ
い
て
」
語
り

あ
つ
た
。
今
回
は
東
京
、
日
白
女
子
大

及
び
日
大
山
岳
部
、
そ
れ
に
職
場

の
若

い
女
性
の
出
席
多
く
、
活
澱
な
意
見
の

交
換
が
行
わ
れ
た
。
営
夜
は
男
性
側
出

席
者
神
谷
、
渡
邊
、
金
坂
、
小
倉
諸
氏

よ
り
國
證
、
岩
登
り
、
装
備
等
の
話
を

聞
い
た
。

★
富
山
支
部
便
リ

使
用
禁
止
で
少
か
ら
ず
我
々
を
驚
か

し
て
い
た
黒
部
軌
道
も
ど
う
や
ら
多
少

の
施
設
改
善
を
行
い
営
業
線
と
し
て
復

活
す
る
ら
し
い
見
通
が
つ
き
七
月
初
め

に
は
間
に
合
い
そ
う
で
あ
る
。

今
年
の
立
山
方
面
山
小
合
料
金
は

立
山
温
泉
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
園

餌
澤
、
剣
ケ
御
前
小
合
、
黒
部
平
、

五
色
小
合
　
　
　
　
　
　
三
七
〇
園

一
ノ
越
、
地
獄
谷
、
室
堂
、
天
狗

平
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
五
〇
園

追
分
、
弘
法
　
　
　
　
　
三
〇
〇
園

稽
名
小
合
　
　
　
　
　
　
二
七
〇
園

★
マ
ナ
ス
ル
ゥ
登
山

隊
基
金

會
員
を
は
じ
め
岳
人
関
係
各
位
の
御

協
力
に
よ
り
四
十
萬
二
千
五
百
園
に
達

し
ま
し
た
が
日
標
の
六
〇
萬
園
に
未
だ

遠
く
更
に

一
層
の
御
援
助
を
御
願
い
致

し
ま
す
。
尚
御
送
金
は
振
替
口
座
東
京

四
八
二
九
番
を
御
利
用
下
さ
い
。

芳

名
録

（
五
月
十
日
現
在
）

前
回
追
加
分
　
　
計
八
二
、
五
〇
〇
園

▲
千
園
　
桑
本
澄
　
小
熊
信

一
郎
　
成

嗅
大
學
山
岳
部
（第
二
回
）

▲
三
千
園
　
山
梨
交
通
株
式
會
社
　
足

立
吉
朗

▲
二
千
五
百
園
　
若
林
啓
之
助
　
白
鳳

會
　
國
鐵
小
倉
工
場
山
岳
部

▲
二
千
園
　
早
川
義
郎
　
戸
田
英
夫

亀
田
興
三
次
　
石
黒
清
蔵
　
喜
多
要

慈
恵
大
學
山
岳
部
　
矢
田
城
太
郎

山
崎
公
平
　
大
国
信
　
村
上
勝
太
郎

昭
和
電
工
大
町
工
場
山
岳
部
　
江
口

重
幸
　
今
西
寿
雄
　
磯
野
計
蔵
　
大

町
山
岳
博
物
館
　
福
島

一
馬

▲
萱
千
園
　
竹
澤
長
衛
　
慶
應
義
塾
山

岳
部
　
橋
本
三
八
　
川
喜
田
壮
太
郎

和
田
清
助
　
永
井
進
　
太
田
喜
作

今
中
恒
雄
　
津
峠
の
會
　
北
飛
山
岳

會
　
佐
藤
金

一　
山
田
和
雄
　
山
口

國
俊
　
藤
島
敏
男
　
岩
永
信
雄
　
川

森
左
智
子
　
木
原
均
　
三
枝
守
博

山
毛
欅
會

▲
五
百
園
　
吉
見
和
夫
　
戸
畑
山
岳
會

東
洋
陶
器
山
岳
部
　
岳
人
社
　
荻
原

肇
　
加
賀
美
む
つ
み
　
石
川
久
雄

榮
和
高
校
山
岳
部
　
ユ
ン
グ
フ
ロ
ウ

泉
尾
忠
志
　
身
延
高
校
山
岳
部
　
日

本
ゴ
ム
山
岳
部
　
久
留
米
山
岳
會

愛
媛
山
の
會
　
川
喜
田
貞
久
　
川
喜

田
冬
二
　
谷
本
悦
四
郎
　
橘
恒
雄

平
松
博
　
山
村
浅
次
郎
　
波
多
野
光

雄
　
春
日
邦
平
　
北
辰
雄
　
植
村
辰

次
郎
　
田
部
重
治
　
菅
原
粂
蔵
　
泉

州
山
岳
會
　
河
野
之
爾

▲
現
品
　
ブ
ド
ウ
酒

（
一
萬
二
千
園
）

今
井
友
之
助
　
璃
瑞
セ
ッ
ト

（
一
萬

六
千
園
）
百
瀬
舜
太
郎

尚

マ
ナ
ス
ル
ゥ
地
日
の
賣
上
金
千
園

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

退

任
さ
れ
た
役
員

昨
年
度
で
任
期
満
了
と
な
り
退
任
さ
れ

た
左
記
諸
氏
の
献
身
的
な
會

へ
の
御
寄

興
に
対
し
本
會
と
し
て
衷
心
よ
り
感
講

の
意
を
表
し
ま
す
。

評
議
員
　
藤
島
敏
男
　
西
堀
栄
三
郎

伊
藤
秀
五
郎
　
辻
荘

一　
監
事
　
中
屋

健
式
　
理
事
　
織
内
信
彦
　
伊
藤
ほ

工
峯
登
頂
と

い
う
世
紀

の
偉

業
を
う
ち
た
て

た

ハ
ン
ト
隊
長

と
ヒ
ラ
リ
ー
が

ナ
イ
ト
の
稽
琥

を
授
け
ら
れ
た

テ

ン
シ

ン
も

ネ

パ
ー

ル
と
印

度
で
最
高
と
も
い
う
べ
き
敬
意
と
徴
迎

を
受
け
た
よ
う
だ
。
フ
ラ
ン
ス
は
英
國

隊
を
シ
ャ
モ
ニ
ー
に
招
待
す
る
と
食
表

し
て
い
る
し
、
英
國
も
テ
ン
シ
ン
を

ロ

ン
ド
ン
に
招
い
た
。

エ
ブ

ェ
ン
ス
ト
の
登
頂
と
い
う
こ
と

は
こ
の
く
ら
い
の
文
化
史
的
意
義
を
も

つ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
登
山
と

か
探
険
に
封
す
る
そ
の
國
民
や
篤
政
者

の
認
識
の
深
さ
、
知
性
の
高
さ
を
羨
ま

し
く
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

古
く
は
ア
ル
プ
ス
に
お
け
る
損
さ
ん

の
偉
業
、
ア
ル
バ
ー
タ
に
残
し
た
足
跡

近
い
と
こ
ろ
で
は
早
大
の
ア
コ
ン
カ
グ

ア
登
頂
、
そ
し
て
今
度
婦
つ
て
く
る
マ

ナ
ス
ル
ゥ
の
遠
征
隊
。
わ
れ
わ
れ
自
分

の
國
の
こ
と
を
考
え
る
と
ち
よ
つ
と
淋

し
い
氣
持
が
す
る
。

ど
う
せ
貧
し
い
國
な
ん
だ
か
ら
別
に

勲
章
や
年
金
を
欲
し
い
な
ど
と
は
望
姜

ぬ
が
、
日
本
の
政
治
家
と
か
賓
業
家
と

か
の
間
に
せ
め
て
登
山
と
か
遠
征
に
封

す
る
よ
り
大
き
な
開
眼
が
…
…
と
期
待

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
　
　
　
（
Ｈ
）

(11)
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第
八
回
國
性

登
山
の
構
想

全

坂
　
一
郎

山
登
り
は
も
と
反
動
的
な
も
の
で
あ

る
。
文
明
開
化
の
世
の
中
に
逆
行
し
、

た
ゞ
脚
力
だ
け
を
資
本
と
し
て
、
人
氣

の
な
い
所
を
テ
ク
ノ
ヽ
と
歩
く
。
が
こ

れ
は
軍
な
る
野
綾
行
篤
で
は
な
い
。
そ

れ
が
證
嫁
．に
は
、
非
文
化
的
と
稽
さ
れ

る
社
會
に
は
、　
ン
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
の
山
登
り
は
数
達
し
な
い
。
既
に

文
化
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
前
提

の
野
轡
一行
篤
で
あ
り
、
或
い
は
言
葉
を

換
え
て
い
え
ば
、
原
始

へ
の
ノ
ス
タ
ル

ジ
ア
が

一
つ
の
ン
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

形
を
と
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

山
登
り
が
か
く
求
心
的
、
回
顧
的
な

も
の
で
あ

る
な

ら

ば
、
登
山
家
は
軍

純
、
素
朴
な
形
態
の
山
登
り
を
、
人
氣

の
な
い
原
始
的
な
山
々
に
行
い
、
そ
れ

も
能
う
べ
く
ん
ば
、
た
つ
た

一
人
の
山

旅
を
築
し
む
を
以
て
良
し
と
す
る
。
そ

れ
が
近
頃
は
極
地
法
と
か
稀
し
て
保
安

隊
顔
負
け
の
集
日
的
行
動
を
と
る
者
あ

り
、
又
國
證
登
山
と
稽
し
て
御
苦
労
に

も
全
國
か
ら
山
登
り
の
好
き
な
連
中
を

か
き
集
め
、
プ

ロ
ノ
ヽ
と
山
狭
し
と
な

ら
ん
で
歩
か
せ
る
。
こ
れ
は
如
何
な
る

詳
か
。

と
、
ひ
ら
き
な
お
つ
た
疑
間
が
提
出

さ
れ
る
詳
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
何
も
難

し
く
考
え
る
必
要
は
な
い
の
で
、
人
間

と
い
う
も
の
は
生
き
て
い
る
以
上
、
進

歩
、
残
展
を
願
う
よ
う
に
出
来
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
た
つ
た

一
人
で
荒
々
し

い
む
き
出
し
の
原
始
を
追
求
し
よ
う
と

も
、
そ
こ
に
は
自
ら
行
篤

自

證

の
進

歩
、
残
展
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
高
い
所

に
向

つ
て
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
と
し
て
現

れ
、
廣
い
方
面
に
向

つ
て
は
國
駐
登
山

と
い
う
形
態
を
と
る
。
た
、
そ
れ
だ
け

の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
人
間
と
い
う
も
の
は
有
難
い

こ
と
に
は
機
械
で
は
な
い
。
進
歩
的
と

稽
す
る
、
耳
に
は
聞
え
は
良
い
け
れ
ど

も
、
進
歩
を
旗
印
に

一
直
線
を
驀
進
す

る
の
は
半
ば
機
械
で
あ
る
。
左
に
行
き

過
ぎ
、
は
ね
か
え
さ
れ
て

は
右

傾

す

る
。
右
の
壁
に
ぶ
つ
か
れ
ば
左
の
方
に

よ
ろ
け
て
行
く
。
か
く
丼
證
法
的
破
展

を
遂
げ
て
行
く
の
が
人
間
の
行
篤
で
あ

る
な
ら
ば
、
人
は
求
心
力
と
同
時
に
遠

心
力
を
も
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
遠

心
力
と
求
心
力
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
お
い

て
無
事
こ
と
が
運
ば
れ
る

の

で
あ

ろ

こ
こ
で
尚
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
う

一
つ
の
粘
は
、
人
は
た
つ
た

一

つ
の
身
證
を
持
ち
な
が
ら
、
同
時
に
右

へ
進
み
な
が
ら
、
且
つ
左

へ
進
む
こ
と

も
出
来
る
の
で
す
。
日
本
山
岳
會
が
、

戦
前
か
ら
の

日
８
●
Ｓ
〓
８
■
ｏ

の
た

め
の
ク
ラ
ブ
の
形
を
持
ち
な
が
ら
、
且

つ
マ
ナ
ス
ル
ゥ
に
登
山
隊
を
派
遣
し
、

或
い
は
国
民
腱
育
大
會
の
山
登
り
を
運

螢
す
る
の
も
そ
れ
だ
。

前
お
き
が
少
々
長
過
ぎ
た
が
、
と
も

角
國
證
登
山
の
意
義
と
稽
す
る
も
の
は

右
の
よ
う
な
根
嫁
に
立
脚
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
多
分
に
遠
心
的
傾
向
の

現
れ
で
あ
る
が
、
遠
心
力
は
求
心
力
あ

つ
て
の
遠
心
力
で
、
國
證
如
き
大
風
呂

敷
的
行
事
も
、
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
Ｊ
Ａ

Ｃ
の
支
援
あ
つ
て
始
め
て
遂
行
し
得
る

の
で
あ
つ
て
、
こ
の
粘
は
會
の
長
老
諸

氏
以
下
に
お
含
み
お
き
願
い
た
い
。

さ
て
、
次
は
選
手
諸
氏
に
お
願
い
し

た
い
鮎
で
あ
る
が
、
國
民
證
育
大
會
は

御
承
知
の
通
り
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
レ

ベ
ル
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
選

手
諸
君
は
こ
の
日
本
的
水
準

（賓
は
世

界
的
水
準
と
い
つ
て
も
良
い
の
だ
が
）

を
誇
つ
て
い
い
し
、
又
誇
り
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
筈
。
と
こ
ろ
が
従
来

一

番
す
み
ツ
こ
に
お
と
な
し
く
し
て
い
る

か
の
如
き
感
の
あ

つ
た

の
が
選
手
諸

君
。
こ
れ
は
改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

審
判
員
た
る
技
術
役
員
や
、　
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
で
あ
る
監
督
や
、
或
い
は
オ
ー
プ

ゾ
視
察
国
が
主
役
で
あ
る

の

で

は

な

い
。
國
證
登
山
の
主
役
は
あ
く
ま
で
も

選
手
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
は
つ
き
り

さ
せ
る
と
い
う
の
が
今
年
の
回
證
の
眼

目
の
第

一
で
あ
る
。

し
か
し
選
手
に
大
き
な
顔
を
し
ろ
と

い
つ
て
も
、
大
き
な
顔
が
出
来
な
い
よ

う
な
選
手
で
は
、
如
何
と
も
な
し
が
た

い
。
い
や
、
大
き
な
顔
が
出
来
な
い
よ

う
な
甘
い
選
手
を
故
意
に
集
め
よ
う
と

し
た
と
疑
わ
れ
て
も
良
い
ふ
し
が
な
き

に
し
も
あ
ら
ず
。
こ
ん
な
所
に
過
去
の

國
證
運
管
上
の
大
き
な
欲
陥
が
ひ
そ
ん

で
い
た
と
も
云
え
そ
う
だ
。

こ
れ
に
つ
い
て

一
つ
嬉
し
い
話
が
あ

る
。
そ
れ
は
あ
る
有
力
な
遠
征
隊
員
に

つ
い
て
の
話
だ
が
、
遠
征
計
蓋
を
目
前

に
控
え
な
が
ら
、
昨
年
の
回
證
豫
選
に

お
い
て
選
手
た
ら
ん
と
立
候
補
し
、
幸

か
不
幸
か
豫
選
に
洩
れ
、
且
つ
今
年
も

婦
朝
後
の
多
忙
な
證
を
ひ
ツ
さ
げ
て
豫

選
に
立
候
補
さ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。　
一

身
上
の
こ
と
に
わ
た
つ
て
恐
縮
で
あ
る

が
、
賓
は
私
も
昨
年
あ
た
り
か
ら
、
選

手
と
し
て
立
候
補
す
る
こ
と
を
夢
み

て

い
た
詳
だ
が
、
不
幸
に
も
役
員
を
命
ぜ

ら
れ
て
夢
は
未
だ
に
賓

現

し

な

い
。

ど
う
ぞ
我
と
思
わ
ん
方
々
は
、
日
本
の

水
準
を
示
す
だ
け
の
意
味
で
も
い
い
か

ら
、
選
手
と
し
て
立
候
補

し

て
下

さ

二
月
二
〇
日
　
雨

千
頭
七
〇
〇

（林

鐵
材
木
積
用
空
車

便
乗
）
千
頭
ダ
ム

一
一
、
〇
〇
―

一

二
、
○
○
朝
日
岳

方
面
と
の
分
岐
粘

一
三
、
〇
〇
―

一

三
、
二
〇
菌
道
と

の
十
字
路

一
四
、

○
○
ア
ケ
ビ
澤
上

部

一
五
、
○
○
大

タ

ル
澤

小

屋

一

五
、
四
〇

二
月
二

一
日
　
快
晴

大
タ
ル
澤
小
屋
七
、　
一
五
△
一
六
六

八
下
鞍
部
八
、　
一
〇
△
一
八
八
三
手

前
の
ガ
ン
場

一
〇
、
四
五
△
一
八
四

〇
の
地
粘

一
二
、
五
二
△
三
隅
池
畔

一
七
、
○
○

（幕
管
）

二
月
二
二
日
　
晴
後
曇

三
隅
池
八
、
四
五
　
廣
尾
根

一
二
、

○
○
　
大
無
間
頂
上

一
四
、　
一
〇
―

一
四
、
三
〇
　
カ
ラ
松
谷

一
五
、　
一

二
　
小
無
間
手
前
の
鞍
部

一
六
、
三

〇

（幕
螢
）

二
月
二
三
日
　
曇
雪
雨

宿
営
地
六
、
〇
〇
　
小
無
間
南
西
ガ

ン
六
、
三
〇
　
小
無
間
頂
上
七
、
○

○

第
ニ
ビ
ー
ク
七
、
五
〇

第
四

ピ
ー
ク
八
、
五
〇
　
田
代
九
、
五
〇

わ
れ
′
ヽ
の
こ
の
山
行
は
、
早
春
の

南
ア
の
雄
峰
を
そ
の
前
衛
山
岳
か
ら
心

ゆ
く
ま
で
展
望
し
、
で
き
得
れ
ば
こ
れ

を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
こ
と
に
あ
つ
た
。

こ
の
コ
ー
ス
は
案
内
書
な
ど
に

一
日
行

程
に
な
つ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
季

節
や
、
撮
影
の
た
め
の
道
草
や
天
候
等

を
考
慮
に
入
れ
二
―
三
日
行
程
と
し
途

中
野
管
を
も
豫
定
し
た
。
果
し
て
最
初

の
日
は
雨
で
大
タ
ル
澤
小
屋
泊
り
。
道

路
の
分
岐
駐
が
定
か
な
ら
ぬ
こ
と
や
、

積
雪
で
道
を
失
う
こ
と
は
両
三
度
で
は

す
ま
な
か
つ
た
ｃ
指
導
標
が
全
然
見
営

ら
な
い
こ
と
や
、
時
折
道
が
地
固
と
違

つ
て
い
た
こ
と
も
あ
つ
た
が
、
速
度
を

緩
ま
せ
た
最
大
の
も
の
は
深
雪
と
ブ
ッ

シ
ュ
の
競
合
で
あ
つ
た
ｃ

三
方
窪
で
は
膝
を
没
す
る
程
度
で
あ

つ
た
の
が
登
高
す
る
に
従
つ
て
深
さ
を

増
し
、
三
隅
池
を
過
ぎ
大
無
間
に
取
付

く
あ
た
り
か
ら
，胸
を
も
没
す
る
状
態
に

な
つ
た
。
用
意
の
輪
カ
ン
ジ
キ
は

一
度

踏
込
ん
だ
ら
足
が
抜
け
な
い
の
で
全
然

用
を
な
さ
な
い
。
更
に
困
つ
た
こ
と
は

そ
う
し
た
地
帯
に
足
の
踏
場
の
な
い
位

ブ
ッ
シ
ュ
が
密
生
し
て
い
た
り
、
胸
を

つ
く
急
勾
配
が
迫
つ
た
り
す
る
こ
と
で

あ
つ
た
。
こ
ん
な
わ
け
で
三
隅
池
大
無

間
頂
上
間

一
時
間
半
位
と
い
わ
れ
て
い

る
も
の
が
五
時
間
餘
を
要
し
た
。
大
無

間
を
下
り
小
無
間
に
上
る
道
も
ほ
ぼ
同

様
の
状
況
で
あ
つ
た
。
こ
れ
が
ま
た
小

無
間
下
鞍
部
で
テ
ン
ト
宿
管
を
餘
儀
な

く
し
た
。
小
無
間
山
か
ら
田
代
ま
で
の

道
は
だ
ん
ノ
ヽ
と
雪
も
少
く
な
リ
ブ
ッ

シ
ュ
も
左
程
で
は
な
い
の
で
順
調
。
田

代
で
西
駿
林
業
會
社
の
瀧
浪
氏
の
話
に

よ
る
と
地
固
を
見
誤
り
第
ニ
ピ
ー
ク
と

第
四
ビ
ー
ク
の
鞍
部
か
ら
左
折
し
外
山

澤
右
股
に
出
る
事
例
が
時
た
ま
あ
る
と

の
話
ｃ
装
備
が
よ
け
れ
ば
下
る
に
は
下

れ
る
が
田
代
に
着
く
時
間
は
大
分
遅
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
ｃ

こ
の
行
程
は
時
節
が
ら
苦
し
さ
も
あ

つ
た
が
築
し
さ
は
は
る
か
に
こ
れ
を
超

え
た
。
早
春
の
雨
の
寸
又
漢
谷
の
美
し

さ
も
ま
た
格
別
な
も
の
で
あ
つ
た
。
春

の
芽
生
え
は
未
だ
し
で
あ
つ
た
が
、
黙

々
と
眼
に
篤
る

マ
ン
サ
ク
（
？
）
の
薄
黄

色
の
花
が
か
す
か
に
春
の
息
吹
を
感
ぜ

じ
め
た
。
（
三
、
二
六
）

残 雪 の大 無 間・ 小 無 間

一佐 藤 佳 年一
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い
。
過
去
か
ら
の
つ
な
が
り
や
、
又
全

確
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
よ
う
な
見
地
か

ら
、
今
年
も
隔
靴
掻
痒
感
の
豫
選
が
行

わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
く
と
も

一
年
々
々
と
選
手
の
質
が
向
上
し
て
行

つ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
見
地
か
ら
考
え
れ
ば

オ
ー
プ

ン
視
察
国
と
い
う
も
の
は
、
将

来
に
お
け
る
國
證
運
営
換

嘗

者

の
参

考
、
又
は
過
去
に
お
け
る
國
證
運
螢
者

の
自
己
批
判
と
い
う
以
外
に
は
、
餘
り

大
き
な
意
味
は
な
い
。
本
年
の
國
證
登

山
は
、
先
ず
脱
反
の
第

一
歩
と
し
て
選

手
中
心
主
議
を
振
り
か
ざ
す
以
上
、
オ

ー
プ

ン
参
加
者
は
右
の
範

園

の
視

察

国
、
及
び
選
手
に
學
ば
ん
と
す
る
員
面

目
な
見
學
圏
に
限
り
、
そ
の
参
加
條
件

と
し
て
、
各
縣
等
の
豫
選
に
参
加
し
、

且
つ
豫
選
責
任
者
の
推
薦
あ
る
こ
と
、

と
し
た
方
針
も
自
ら
了
解
し
て
頂
け
る

こ
と
と
信
ず
る
。

技
術
役
員
は
審
判
員
に
過
ぎ
な
い
と

い
う
こ
と
を
書
い
た
が
、
賓
は
山
登
り

に
は
専
門
化
さ
れ
た
審
判
員
は
な
い
。

徒

つ
て
審
判
員
は
、
賓
磯
的
経
験
あ
る

登
山
家
で
、
又
批
判
力
の
十
分
あ
る
人

の
中
か
ら
選
ば
れ
な
け
れ

ば

な

ら

な

い
。
賓
際
の
所
、
過
去
の
國
證
登
山
に

お
け
る
賓
質
上
の
選
手
的
存
在
は
、
選

手
で
は
な
く
、
む
し
ろ
技
術
役
員
で
あ

つ
た
。
こ
の
粘
本
年
度
は
、
選
手
ら
し

い
選
手
が
現
れ
て
末
て
呉
れ
る
こ
と
と

信
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
封
し

て
、
技
術
役
員
も
若
い
活
氣
あ
る
年
齢

層
か
ら
採
用
し
、
講
評
し
た
り
、
指
導

し
た
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ

選
手
と
と
も
に
切
磋
琢
磨
す
る
ま
で
に

持

つ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

過
去
に
お
い
て
は
、
技
術
役
員
は
大

學
山
岳
部
の
チ
ー
フ
ｏ
リ
ー
ダ
ー
級
の

中
か
ら
選
ば
れ
、
そ
れ
た
ヽ
の
所
属
に

お
け
る
古
狙
級
の
存
在
で
な
け
れ
ば
つ

と
ま
ら
な
い
よ
う
な
印
象
を
興
え
た
。

い
ざ
と
い
う
時
を
心
配
す
れ
ば
、
か
ゝ

る
老
婆
心
的
選
澤
方
針
は
止
む
を
得
な

い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
選
手
と
技

術
役
員
と
が
切
磋
琢
磨
す
る
と
い
う
な

ら
ば
、
思
い
切
つ
て
若
い
役
員
を
も
採

用
す
べ
き
で
、
選
手
と
役
員
と
が

マ
ッ

チ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
た
ら
右

の
方
針
も
承
認
し
て
頂
け
る
か
と
思
う

尚
技
術
役
員
長
の
講
評
は
、　
一
應
の

し
め
く
ヽ
り
を
つ
け
る
た
め
の
御
挨
拶

み
た
い
な
も
の
で
、
そ
れ
た
ヽ
の
選
手

に
と
つ
て
必
要
な
こ
と
は
、
む
し
ろ
全

期
間
中
を
通
じ
て
、
機
に
應
じ
て
受
け

る
指
導
や
注
意
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の

時
ば
か
り
の
こ
と
と
聞
き
流
さ
ず
、
そ

れ
た
ヽ
の
お
土
産
と
し
て
粁
末
の
山
行

に
是
非
生
か
し
て
頂
き
た
い
。

女
流
登
山
者
の
問
題
は
、
今
ま
で
な

お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
た
嫌
い
が
あ
る
。

こ
れ
は
も

つ
て
の
外
で
、
若
い
男
の
ア

ル
ビ

ニ
ズ
ム
教
育
あ
た
り
を
第

一
に
お

く
の

，は
、
本
末
を
転
倒
せ
る
も
の
と
い

う
べ
く
、
母
親
が
山
登
り
を
正
営
に
認

識
し
て
始
め
て
、
子
供
が
筋
の
通
つ
た

山
登
り
に
進
み
得
る
の
で

（
尤
も
、
無

理
解
の
中
に
い
じ
め
抜
か

れ

た
奉

句

に
、
本
物
の
背
骨
が
出
来
上
る
と
い
う

の
も

一
つ
の
事
賓
で
は
あ
る
が
）
い
ず

れ
が
重
し
と
な
す
こ
と
は
出
来
な
い
筈

こ
の
粘
過
去
に
お
け
る
女
流
登
山
界

は
健
全
で
あ
つ
た
と
は
申
し
難
い
。
い

や
、
男
の
山
登
り
は
絶
封
量
か
ら
い
え

ば
、
そ
れ
に
も
増
し
て
不
純
な
も
の
を

含
む
が
、
少
く
と
も
女
流
登
山
家
に
し

て
長
績
き
す
る
も
の
が
ま

こ

と

に
少

く
、
従
つ
て
先
輩
か
ら
後
輩

へ
の
つ
な

が
り
も
殆
ど
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
だ

け
は
い
え
る
と
思
う
ｃ

國
證
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
員
剣

に
と
り
上
げ
る
の
に
つ
い
て
、
ま
こ
と

に
良
き
キ
ッ
カ
ケ
を
提
供
す
る
。
各
縣

等
の
豫
選
責
任
者
に
お
願
い
し
た
い
最

後
の
こ
と
は
、
今
年
は
思
い
切
つ
て
女

性
の
た
め
に
廣
い
席
を
あ
け
て
頂
き
た

い
こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
技
術
の
問
題
に
つ
い
て
若
千

言
及
し
よ
う
。
岩
登
り
や
ス
ノ
ウ

●
ク

ラ
フ
ト
ば
か
り
が
登
山
術
で
は
な
い
、

と
此
所
ま
で
は
キ
ッ
パ
リ
と
い
え
る
人

は
相
官
に
あ
る
が
、
で
は
山
登
り
に
お

い
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
何
か
、
と
問

わ
れ
て
、
直
ち
に
そ
れ
は
「歩
く
こ
と
」

だ
、
と
答
え
ら
れ
る
人
は
餘
り
に
も
少

い
。
こ
れ
は
登
山
家
と
稽
す
る
連
中
の

大
部
分
が
山
登
り
を
つ
き

つ
め
て
考
え

た
こ
と
の
な
い
證
抜
で
あ
る
。「
歩
く
こ

と
」
に
も
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
あ
る
。

例
え
ば
岩
場
通
過
に
お
け
る
重
心
の
移

動
法
や
、
堅
雪
上
の
歩
行
に
お
け
る
腰

の
入
れ
方
と
か
或
い
は
、
リ
ズ
ム
を
保

ち
な
が
ら
、
榮
に
早
く
歩
く
と
い
う
よ

う
な
狭
義
の
歩
行
術
か
ら
、
足
場
の
見

方
、
ル
ー
ト
の
選
び
方
、
或
は
又
、
自

分

一
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
仲
間

を
も
確
質
に
歩
か
せ
る
方
法
等
廣
義
の

歩
き
方
に
至
る
ま
で
、
ま
こ
と
に
廣
範

園
に
わ
た
る
技
術
で
は
あ
る
が
こ
れ
要

す
る
に
登
山
術
の
根
本
問
題
で
あ
る
。

岩
を
登
ら
せ
た
ら
達
者
な
人
が
あ
る

そ
れ
で
い
て

一
度
悪
場
で
失
敗
し
て
登

路
を
引
き
か
え
す
と
な
る
と
、
登
つ
た

と
き
よ
り
も
尚

一
層

マ
ゴ
ノ
ヽ
す
る
連

中
が
あ
る
。
こ
れ
は
歩
き
方
を
満
足
に

覺
え
な
い
う
ち
に
、
岩
登
り
術
に
熟
練

し
過
ぎ
た
結
果
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

登
山
家
は
決
し
て
長
績
き
し
な
い
。
こ

の
粘
が
選
手
諸
君
に
、
國
證
出
場
前
に

再
検
討
し
て
お
い
て
頂
き
た
い
問
題
の

重
黙
で
あ
る
。

モ
ー
リ
ス

ｏ

近

　

　

藤

エ
ル
ゾ
ー
グ

等

詳 著

虎

女
峰

ア

ン
ナ
プ

ル
ナ

ー
人
類
最
初
の
八
千
米
登
頂
―

Ｂ
６
版
三
五
〇
頁
　
鳥
員
二

八
葉
　
三
四
〇
園
　
白
水
社

一
九
五
〇
年
の
モ
ン
ス
ー
ン
期
の
直

前
に
敢
行
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
隊
の
ア
ン

ナ
プ
ル
ナ
攻
撃
は
、
劇
的
な
成
功
を
収

め
て
、
人
類
が
そ
の
頂
に
立
つ
た
最
初

の
八
千
米
峯
で
あ
つ
た
。
た
つ
た

一
回

の
遠
征
で
、
何
ら
の
偵
察
も
な
し
に
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
巨
峯
に
登
頂
で
き
た
と
い

う
こ
と
は
未
曽
有
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

し
か
し
こ
の
遠
征
隊
が
ア
ン
ナ
プ

ル
ナ

か
ら
受
け
た
復
讐
は
、
あ
た
か
も
長
い

問
庭
女
峯
で
あ
っ
た

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン

が
ウ
ィ
ン
パ
ー
の
勝
利
に
封
し
て
加
え

た
復
讐
に
も
似
た
惨
酷
な
も
の
だ
と
思

わ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
隊
は
エ
ル
ゾ
ー

グ
隊
長
以
下

一
人
の
命
も
失
わ
ず
に
婦

還
し
た
。
そ
の
生
還
は
、
む
し
ろ
登
頂

以
上
に
強
い
精
神
を
必
要
と
す
る
も
の

で
あ
つ
た
。
讀
む
方
が
眼
を
お
ヽ
い
た

く
な
る
ほ
ど
の
凄
惨
さ
で
あ
る
。

こ
の
書
は
病
院
で
エ
ル
ゾ
ー
グ
が
六

カ
月
か
か
つ
て
口
述
し
た
も
の
を
基
礎

に
、
彼
の
弟
が
援
助
し
て
出
来
上
つ
た

も
の
で
あ
る
。　
一
九
五

一
年
に
原
本
が

パ
リ
で
出
版
さ
れ
、
五
二
年
十

一
月
に

は
イ
ギ
リ
ス
で
英
詳
本
が
出
て
、
つ
づ

い
て
米
國
版
と
な
り
今
で
は
十
数
ケ
國

語
に
詳
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
イ
ギ
リ

ス
で
も
す
で
に
五
版
を
重
ね
、
ア
メ
リ

カ
で
は
本
年
二
月
以
来

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

ズ
の
首
位
を
占
め
て
最
近
に
ま
で
及
ん

だ
。
山
岳
書
が
こ
の
よ
う
な
反
響
を
呼

ん
だ
と
い
う
の
は
稀
有
の
こ
と
だ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
登
頂
ま
で
の
サ
ス
ペ
ン

ス
も
大
し
た
も
の
だ
が
、
退
却
時
の
異

常
な
経
験
が
、
こ
こ
で
は

一
つ
の
人
間

記
録
と
ま
で
な
つ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

こ
の
書
が

一
般
に
愛
讀
さ
れ
る
理
由
が

あ
る
の
だ
と
考
え
る
。
お
そ
ら
く
た
れ

も
が
エ
ル
ゾ
ー
グ
と
い
う
人
物
を
好
き

に
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
書
が
正
式
に
版
権
を
得
る
の
に

七
カ
月
を
費
し
て
、
出
版
さ
れ
た
こ
と

は
、
日
本
の
山
岳
界
の
み
な
ら
ず

一
般

讀
書
子
に
と
つ
て
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ

る
。
と
か
く
版
権
無
視
の
傾

向

が
強

く
、
篤
員
の
版
権
な
ど
あ
つ
て
な
き
が

如
く
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
今
日
、
正
式

の
詳
書
が
著
者
の
努
力
に
よ
つ
て
完
成

し
た
こ
と
は
何
よ
り
で
あ
る
。
こ
の
書

の
た
め
に
エ
ル
ゾ
ー
グ
が
贈
つ
た
巻
頭

の
肖
像
は
印
象
的
で
あ
る
。
昨
夏

マ
ッ

タ
ー
ホ
ル
ン
の
登
攀
を
終
え
た
後
の
撮

影
で
、
不
自
由
な
手
を
見

せ
な

が

ら

も
、
彼
の
不
屈
の
問
志
を
物
語
る
も
の

が
あ
つ
て
、
脈
々
た
る
生
氣
を
添
え
て

い
る
。
ま
だ
駅
詳
の
労
作
を
讀
了
し
て

い
な
い
が
、
廣
く

一
讀
を
す
す
め
た
い

本
な
の
で
、
と
も
か
く
、
こ
の
會
報
上

に
紹
介
し
た
次
第
で
あ
る
。
（
Ｔ
ｏ
Ｓ
）

茂
木
惧
雄
著

キ

ャ
ン
ピ

ン
グ

と

ハ
イ
キ

ン
グ

ポ
ケ
ッ
ト
版
　
一
二

五
頁

創
　
元
　
社
　
二
〇
〇
園

純
粋
に
自
然
の
間
に
、
人
間
本
末
の

姿
を
求
め
る
人
が
相
封
的
に
少
く
な
り

つ
ヽ
あ
り
、
特
に
キ
ヤ
ン
プ
界
の
清
浄

化
が
要
望
さ
れ
て
い
る
今
日
、
斯
界
の

先
輩
た
る
氏
が
、
そ
の
本
質
か
ら
説
き

起
し
讀
者
に
呼
び
か
け
る
が
如
き
口
調

で
詩
的
な
情
趣
を
湛
え
つ
ヽ
そ
の
豊
富

な
證
験
を
基
調
と
し
て
、
長
ら
く
國
鐵

に
在
職
さ
れ

一
般
者
の
相
談
相
手
と
し

て
の
證
験
か
ら
出
た
も
の
だ
け
に
、
在

末
の
案
内
解
説
書
を
抜
い
て
い
る
（
Ｆ
）
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168

時

代

を

偲

ぶ

會

清

水

谷

皆

香

園

近
頃
の
日
本
山
岳
會
の
様
々
な
催
し

に
古
い
會
員
の
方
々
の
御
出
席
が
多
く

な
つ
て
末
た
傾
向
は
誠
に
喜
ば
し
い
。

斯
ん
な
事
が
今
度
の
動
機
と
で
も
な
つ

た
の
か
、
や
が
て
五
拾
年
に
も
な
ら
ん

と
す
る
日
本
山
岳
會
の
歴
史
の
中
で
も

最
も
意
義
あ
る
清
水
谷
時
代
を
偲
ぶ
會

を
や
ろ
う
じ
や
な
い
か
と
い
う
話
が
最

近
急
速
に
持
上
り
、
去
る

六
月

十

四

日
、
駒
込
の
六
義
園
で
こ
の
會
を
催
し

た
虎
、
在
京
の
名
暮
中會
員
は
全
部
御
出

席
と
い
う
賓
に
近
末
に
な
い
豪
華
版
の

集
り
で
あ
つ
た
。

そ
の
昔
、
江
戸
時
代
柳
澤
吉
保
の
邸

宅
で
あ
つ
た
と
い
う
藁
葺
の
茶
室
に
、

名
誉
會
員
の
長
老
を
回
ん
で
折
か
ら
の

新
緑
を
眺
め
て
い
る
と
、
或
は
秩
父
の

山
々
の
新
緑
の
頃
の
旅
を
思
い
出
し
、

或
は
明
治
、
大
正
の
頃
の

「山
岳
」
を

今

一
度
絡
い
て
見
た
い
様
な
氣
に
な
つ

た
の
も
あ
な
が
ち
私

一
人
で
は
無
か
つ

た
ろ
う
と
思
う
。

戦
後
の
混
飢
時
代
に
直
面
し
て
、
そ

の
存
績
を
さ
え
危
ま
れ
た
こ
の
博
統
あ

る
日
本
山
岳
會
を
今
日
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
迄

遠
征
隊
を
送
り
出
せ
る
様
に
確
立
し
て

く
れ
た
若
い
會
員
の
會
に
封
す
る
愛
着

と
努
力
の
結
賓
で
、
賓
は
今
日
、
名
暮
一

會
員
全
部
の
御
出
席
を
願

つ
て
創
期
時

代
の
話
に

一
夕
を
築
し
ん
で
い
た
ゞ
け

る
様
に
な
つ
た
事
は
日
本
山
岳
會
な
ら

で
は
味
わ
え
ぬ
空
氣
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。老

い
も
若
き
も
共
に
、
心
ひ
そ
か
に

求
め
て
い
た
も
の
を
久
方
振
り
に
求
め

得
ら
れ
た
と
い
う
の
が
富
日
の
い
つ
わ

ら
ざ
る
空
氣
で
あ
つ
た
様
に
私
に
は
感

じ
ら
れ
た
。
出
席
者
は
左
の
二
十
七
名

（成
瀬
記
）

名
誉
會
員

高
野
鷹
蔵
　
鳥
山
悌
成
　
武
田
久
吉

田
部
重
治

中
村
清
太
郎

近
藤
茂
吉

冠
松
次
郎

別
宮
貞
俊

日
高
信
六
郎

松
方
三
郎

沼
井
鐵
太
郎

岩
永
信
雄

神
谷
　
恭
　
初
見

一
雄
　
渡
邊
公
平

島
田
　
巽
　
田
邊
主
計
　
交
野
武

一

藤
井
運
平
　
村
井
米
子
　
望
月
達
夫

沼
倉
寛
二
郎

金
坂

一
郎

野
口
末
延

吉
田
久
兵
衛

網
蔵
志
朗

古
幕
　
肇

成
瀬
岩
雄

山

岳
　
第
四
八
年

内
容
豫
告

●
マ
ナ
ス
ル
ゥ
　
　
　
　
今
西
　
錦
司

●
冬
の
知
床
半
島
の
山
々

京
大
山
岳
部

●
木
曽
御
岳
、
赤
川
谷
と
侍
上
川

新
井
　
　
清

●
ツ
エ
ル
マ
ツ
ト
の
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム

を
中
心
と
し
て
　
　
　
成
瀬
　
岩
雄

●
セ
ガ
ン
チ
ニ
の
跡
を
訪
ね
て

津
田
　
正
夫

●
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
と
英
国
の
人
々

島
田
　
　
巽

●
確
　
保
　
論
　
　
　
金
坂
　
一
郎

〔
追
悼
〕

秩
父
官
殿
下

（棋

・
松
方
）

〔
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ノ
ー
ッ
〕

ス
イ
ス
隊
の
エ
ジ

ェ
ン
ス
ト

（
田
中

榮
蔵
）

Ａ
５
版
約

一
八
〇
頁
　
篤
員
三
〇
葉

地
図
敷
葉

以
上
の
内
容
を
も

つ
て
編
集
を
了
し

組
版
に
着
手
、
七
月
末
刊
行
の
豫
定

早
大
ア
コ
ン
カ
グ
ア

遠
征
隊
歎
迎
會

五
月
二
十
九
日
午
後
六
時
、

於
三
井
別
館
フ
ロ
ー
ラ

す
で
に
報
告
會
の
行
わ
れ
た
後
な
の

で
、
四
角
ば
ら
ず
に
村
井
早
大
山
岳
部

長
、
開
根
隊
長
、
洩
山
、
日
下
田
、
塚

本
、
今
村
各
隊
員
ら
主
賓
に
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
ブ
ル
に
座
つ
て
い
た
だ
い
て
秋

談
ｃ
ア
峰
は
す
で
に
人
間
の
登
頂
を
許

し
た
山
だ
と
し
て
も
日
本
の
登
山
界
に

於
て
は
最
初
の
七
千
米
の
征

服

で
あ

る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
八
千
米
の
山
頂
を
目
ざ

し
て
戦
前
か
ら
た
ゆ
ま
ざ
る
精
進
を
つ

づ
け
て
末
ら
れ
た
開
根
君
達
で
あ
つ
た

か
ら
こ
そ
こ
の
成
果
は
得
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
試
み
は
さ
ら

に
高
度
の
登
山
目
標
の
前
提
と
し
て
篤

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
封
日
感
情
の

良
好
な
亜
國
で
あ
り
又
大
統
領
自
ら
登

山
に
理
解
を
持
た
れ
て
い
る
と
い
う
好

條
件
が
あ
つ
た
に
せ
よ
好
意
を
持
つ
て

派
遣
協
力
さ
れ
た
亜
國
山
岳
部
隊
に
終

始
つ
き
ま
と
わ
れ
た
事
は
可
な
り
迷
惑

で
あ
つ
た
ら
し
い
。
だ
が
亜
國
に
於
け

る
ア
峰
の
今
ま
で
の
登
山
が
進
か
に
低

い
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら

一
撃
に
日
婦

り
で
登
頂
す
る
方
法
を
採
つ
て
い
た
の

が
、
開
根
君
達
の
登
頂
以
末
こ
れ
を
ま

ね
た
と
い
う
事
は
愉
快
で
あ
る
。

此
會
は
通
知
が
お
く
れ
た
篤
に
参
會

者
が
砂
な
か
つ
た
ｃ
集
會
措
営
者
と
し

て
深
く
お
詑
び
す
る
。
出
席
者
廿
五
名

（交
野
記
）

小
集
會
記
事

第

一
五
二
回
　
五
月
廿

一
日

（本
）

講
演
　
ア
コ
ン
カ
グ
ア
遠
征
報
告

講
師
　
開
根
吉
郎
氏

ア
コ
ン
カ
グ
ア
登
頂
に
成
功
し
た
早

大
遠
征
隊
の
詳
細
な
行
動

報

告

の
後

で
、
装
備
、
高
度
馴
化
、
ア
國
山
岳
界

の
事
情
等
に
開
す
る
質
疑
應
答
が
あ
り

同
隊
撮
影
の
ス
ラ
イ
ド
を
映
篤
し
て
散

會
。
ル
ー
ム
か
ら
は
み
出
る
ほ
ど
参
會

者
多
く
入
口
で
引
返
え
し
た
人
も
多
か

つ
た
粘
お
詑
び
す
る
。

役
　
目員
　
會

二
月
　
役
員
絶
會

（廿
七
日
）

理
事
　
松
方

・
成
瀬

・
高
木

ｏ
杉
本

・

沼
倉

ｏ
林
、
評
議
員
　
沼
井

・
神

谷

議
事
　
本
年
度
役
員
選
出
の
件

本
年
度
理
事
と
し
て
左
記
の
人
々
を

推
薦
す
る
旨
成
瀬
理
事
よ
り
提
案
あ
り

成
瀬

・
交
野

・
渡
邊
（
公
）
・
藤
井

・
望

月

・
村
山

・
村
木

・
金
坂

・
山
田

・
舟

橋

・
沼
倉

・
加
藤
（
泰
）
・
杉
本

・
大
塚

今
村

二
月
　
役
員
線
會

（
十
五
日
）

理
事
　
成
瀬

・
堀
田

・
望
月

・
沼
倉

・

杉
本

・
林

ｏ
渡
邊
　
評
議
員
　
沼
井

神
谷
　
監
事
　
石
原

議
事

一
、
新
年
度
役
員
の
件

成
瀬

・
交
野

・
渡
邊
の
三
理
事
を
中

心
と
し
て
會
務
を
遂
行
す
る
こ
と
と
し

今
年
度
よ
り
會
計
指
営
理
事
を
常
務
理

事
に
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
昭
和
二
十
八
年
度
豫
算
の
件

成
瀬
理
事
に
豫
算
案
の
編
成
を
依
頼

三
、
會
員
絶
會
上
程
議
事
の
件

四
、
定
款

一
部
憂
更
の
件
　
成
瀬
理
事

新
年
度
よ
り
副
會
長
を
設
け
て
會
長

を
輔
佐
す
る
こ
と
ヽ
し
、
末
る
會
員
線

會
に
諮
る
こ
と
と
す
る
。

五
、
固
書
室
留
守
番
の
件
　
林
理
事

至
急
適
任
者
を
求
め
る
こ
と
と
す
る

六
、
第
九
回
國
證
の
件
　
林
理
事

開
催
時
期
並
に
受
入
態
勢
に
多
く
の

問
題
あ
り
、
近
く
林
理
事
渡
道
に
際
し

之
が
解
決
を
固
る
旨
説
明
あ
り
。

七
、
八
幡
製
鐵
富
士
合
宿
リ
ー
ダ
ー
派

遣
の
件
　
林
理
事

四
月
下
旬
に
右
合
宿
を
行
う
に
つ
き

指
導
員
派
遣
の
依
頼
あ
り
、
適
任
者
を

選
考
派
遣
に
努
力
す
る
こ
と
と
す
る
。

八
、
本
年
度
會
計
報
告
　
沼
倉
理
事

廿
七
年
度
末
に
於
て
赤
字
合
計

一
五

一

萬
園
に
な
り
次
年
度
に
繰
越
す
の
止
む

一

な
き
事
情
説
明
あ
り
、
次
年
度
に
於
て

．

之
が
解
決
補
墳
を
固
る
こ
と
と
す
る
ｃ

九
、
廿
八
年
度

「
山
岳
」
の
内
容
豫
定

報
告
　
望
月
理
事

五
月
　
役
員
練
會

（十
三
日
）

根
會
長
　
理
事
　
成
瀬

・
沼
倉

・
渡
邊

交
野

・
藤
井

・
杉
本

ｏ
金
坂

・
大
塚

望
月

・
今
村
　
評
議
員
　
神
谷

・
沼

井

・
島
田
　
監
事
　
石
原

・
林

（
外

に
金
光
氏
第
九
回
國
證
関
係
）

議
事

一
、
第
九
回
國
證

登
山

の
件
　
林
理

事
、
金
光

坂
本
旭
川
市
長
を
主
と
し
て
組
織
さ

れ
た
準
備
委
員
會
の
外
に
新

た

に
札

幌

ｏ
小
樽

・
旭
川
の
有
力
岳
人
に
て
賓

行
委
員
會
を
組
織
し
本
部
と
の
連
絡
を

緊
密
に
し
具
證
的
に
準
備
を
計
る
こ
と

に
な
つ
た
旨
金
光
氏
よ
り
説
明
あ
り
。

同
時
に
大
雪
山
案
を
検
討

の
上

決

定

す
ｃ

二
、
昭
和
廿
八
年
度
役
員
事
務
分
携
の

成
　
瀬

交
野

・
會
計
　
沼
倉

・
渉
外

國

證

ｏ
支
部
　
交
野

渡
　
邊

渡
邊

・
加
藤
（
泰
）
、
藤
井

ｏ

會

務

報

■L

事
業

絶

成 庶 務
瀬 務  件
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